
Kankyu no Tomo (2) : A Reproduction of Iwase
Bunko Text and Collation of Various Texts

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2017-10-03

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/2297/47696URL



第23号　昭和49年金沢大学教育学部紀要286

『

閑

居

友
』
⇔

1
岩
瀬
文
庫
本
翻
刻
と
諸
本
対
校
ー

原藤

田

行

造

島
　
　
　
秀
　
　
　
隆
※

　
（
※
金
沢
工
業
大
学
助
教
授
）

　
十
、
覚
弁
法
師
浬
薬
経
と
き
て
高
座
に
て
お
は
る
事

　
　
　
　
①
（
2
）
　
（
3
）
④
（
5
）

　
ち
か
う
の
事
に
や
。
い
賀
の
国
に
覚
弁
と
い
ふ
僧
あ
り
け
り
。
国
中
ノ
物

　
　
　
　
　
（
6
）
（
ふ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
（
8
）
　
　
（
9
）

み
な
こ
そ
り
て
た
う
と
み
あ
ふ
き
け
り
。
か
Σ
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
く
に
ふ
五
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
（
え
）
（
1
2
）

　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

み
の

り
を
の
へ
と
き
て
、
人
に
ゑ
ん
を
む
す
は
す
る
事
あ
り
け
り
。
そ
の
こ

　
（
1
4
）
　

（

1
5
）
　
（
を
）
（
1
6
）
⑰

ろ
は
春
の
な
か
は
二
月
を
な
む
さ
た
め
て
、
十
五
日
お
結
願
に
し
け
る
。
あ

　
　
（
1
8
）
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
（
2
1
）

る
と
き
こ
の
僧
か
た
へ
の
人
に
い
ふ
や
う
、
我
は
十
四
日
に
法
花
経
を
と
き

　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）

の

ふ

へ
き
に
て
侍
れ
と
も
、
い
さ
N
か
お
も
ふ
や
う
侍
り
。
十
五
日
に
か
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て

ね
は
ん

経

を
と
か
ん
と
お
も
ふ
也
。
か
へ
給
て
ん
や
と
い
ふ
。
こ
の
人
い

　
　
　
　
（
頒
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

と
や
す
き
事
也
。
な
し
か
は
こ
れ
ほ
と
の
小
事
に
お
ほ
し
わ
つ
ら
ひ
給
へ
き
。

　
　
　
⑳
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
2
）

さ
ら
也
と
い
ふ
。
さ
て
悦
て
返
ぬ
。
十
五
日
に
は
ゆ
あ
み
、
か
し
ら
そ
り
、

き
よ
き
も
の
な
と
き
富
ナ
て
に
堤
か
う
さ
呉
の
ほ
り
て
、
の
捻
ど
く
事
つ
ね
緬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
（
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鵠
）

　
　
　
　
ふ
　

り
も
た
う
と
し
。
み
な
あ
は
れ
み
あ
へ
り
。
さ
て
、
こ
の
人
い
ふ
や
う
、
昔
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
（
を
）

ろ
こ
し
の
竺
道
生
の
ね
は
ん
経
を
と
く
と
て
、
か
う
さ
に
て
の
り
と
き
お
は

　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ふ
）
　
　
　
（
4
6
）

り
て
、
や
か
て
し
に
た
ま
ひ
け
ん
事
、
い
み
し
く
た
う
と
く
侍
。
あ
は
れ
、

た

ふ
い
嘉
く
て
し
擬
ら
は
や
な
と
い
ひ
も
あ
絵
女
“
さ
め
ー
と
な
く
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

や

L
ひ
さ
し
う
か
ほ
も
あ
け
ね
は
、
あ
や
し
と
思
ほ
と
に
や
か
て
な
ん
身
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　

か
り
に
け
る
と
な
ん
。
こ
の
事
を
き
ム
し
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
き
り
な
く
あ
は
れ
に
た
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

と
く
お
ほ
え
き
。
高
僧
伝
を
み
侍
し
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
竺
道
生
の
所
に
て
、
お
ほ
く

の

な
み
た
輪
ご
ほ
せ
鴉
㏄
慶
山
ゾ
擬
堅
四
て
、
法
座
巴
の
ほ
り
て
の
％
を
と

き
給
に
縫
は
9
6
だ
ん
と
せ
し
と
苦
避
た
ち
ま
ち
に
て
に
ポ
ち
仁
が
魔
最
硬
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

う
さ
よ
り
お
ち
け
る
に
そ
、
ね
は
ん
に
い
り
に
け
り
と
は
し
り
そ
め
侍
け
る
。

〔

校
異
亘
鯨
已
の
誌
霞
諾
編
〕
④
写
龍
置
撰
鴉
欝
鑓
湧
襲

　
　
　

（神
・
類
・
版
）
（
5
）
国
中
ノ
物
↓
国
中
の
物
（
宮
）
国
中
の
も
の
（
謂
・
神
・

　

　

　

類
・
版
）
（
6
）
み
な
こ
そ
り
て
↓
こ
そ
り
て
（
神
）
（
7
）
か
s
る
に
↓
か
か
る
に

　
　
　

（版
）
（
8
）
こ
の
↓
此
（
讃
・
神
・
類
・
版
）
（
9
）
く
に
x
↓
国
に
（
神
）
（
1
0
）

　
　
　

み
の

り
↓
御
法
（
神
）
（
1
1
）
と
き
て
↓
説
て
（
神
）
（
1
2
）
ゑ
ん
↓
え
ん
（
宮
・
講
・

　
　
　
瀬誌
暴
殼
）
（
禰
×
む
耐
欝
暢
ほ
薔
創
講
け
婦
請
遍
子
顯
揚

　
　
　

五
日
を
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
⑰
け
る
↓
け
り
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
8
）
あ

　
　
　

る
と
き
↓
有
時
（
神
）
（
1
9
）
こ
の
↓
此
（
宮
）
（
2
0
）
か
た
へ
の
人
に
↓
か
た
へ
に

　
　
　
爾
）
舗
鐘
髄
）
（
鉋
戴
ぱ
庭
壌
⑰
餓
縦
㎡
肋
賢
壇
2
8

　
　
　

↓
浬
繋
経
を
説
む
と
（
神
）
（
2
5
）
お
も
ふ
↓
思
ふ
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
2
6
）
給

　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　

て

ん

や
↓
給
は
ん
や
（
章
ニ
コ
ロ
）
（
2
7
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
8
）
事
↓
こ
と
（
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　

（
2
9
）
こ
れ
ほ
と
の
↓
是
ほ
と
の
（
神
）
こ
れ
こ
と
の
（
類
）
⑳
さ
ら
也
↓
さ
s
也

　
　
　
　
（
諌
・
版
「
く
」
と
も
よ
め
る
）
さ
な
り
（
神
）
さ
う
也
（
類
）
（
3
1
）
い
ふ
↓
云

　
　
　

（神
）
（
3
2
）
返
ぬ
↓
か
へ
り
ぬ
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
3
）
ゆ
あ
み
か
し
ら
そ
り
、

　
　
　

き
よ
き
も
の
な
と
き
て
↓
湯
な
と
あ
み
、
又
か
し
ら
そ
り
、
き
も
の
な
と
き
よ
く

　
　
　

し
て
（
神
）
⑭
す
て
に
↓
す
く
に
（
謂
）
（
3
5
）
か
う
さ
に
↓
高
座
に
（
神
）
（
3
6
）

　
　
　

の

り
↓
法
（
神
）
（
3
7
）
つ
ね
↓
常
（
神
）
（
3
8
）
さ
て
こ
の
人
↓
扱
此
人
（
謂
・
神
・

　
　
　

類
・
版
）
（
3
9
）
い
ふ
や
う
↓
云
様
（
神
）
（
4
0
）
昔
↓
昔
ノ
（
為
）
昔
の
（
宮
）
む

　
　
　

か
し
（
讃
・
神
・
類
・
版
）
（
4
1
）
ね
は
ん
経
を
と
く
↓
浬
磐
経
を
説
（
神
）
（
4
2
）

　
　
　

か
う
さ
↓
高
座
（
神
）
（
4
3
）
の
り
↓
法
（
神
）
（
4
4
）
お
は
り
て
↓
を
は
り
て
（
謂
）

　
　
　

終
り
て
（
神
）
⑮
し
に
た
ま
ひ
け
ん
↓
し
に
給
ひ
け
ん
（
宮
）
し
に
給
ひ
て
ん

　
　
　
　
（
謂
・
類
・
版
）
死
に
給
ひ
て
ん
（
神
）
（
4
6
）
た
う
と
く
侍
↓
と
う
と
く
侍
り

　
　
　
　
（
類
・
版
）
た
う
と
く
侍
り
（
神
）
（
4
7
）
た
ふ
い
ま
↓
唯
今
（
課
）
只
今
（
神
・

　
　
　

類
・
版
）
（
4
8
）
し
に
↓
死
に
（
謂
・
類
・
版
）
し
s
（
神
）
（
4
9
）
あ
え
す
↓
あ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

す
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
5
0
）
か
ほ
↓
顔
（
神
）
（
5
1
）
な
く
や
s
ひ
さ
し
う
か
ほ

　
　
　

も
あ
け
ね
は
、
あ
や
し
と
↓
欠
文
（
章
’
言
口
）
（
5
2
）
思
ほ
と
に
↓
思
ふ
ほ
と
に
（
課
・

　
　
　

神
・
類
・
版
）
（
5
3
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
5
4
）
き
L
し
に
↓
聞
し
に
（
神
）
（
5
5
）
あ

　
　
　

は
れ
↓
哀
（
神
）
（
5
6
）
み
侍
し
に
↓
侍
し
に
（
神
）
（
5
7
）
か
の
竺
道
生
↓
彼
竺
の

　
　
　

道
生
（
5
8
）
な
み
た
を
↓
な
み
た
お
（
為
）
涙
を
（
謂
・
神
・
版
）
⑲
こ
ほ
せ
り
↓
な

　
　
　

か
せ
り
（
神
）
（
6
0
）
盧
山
ノ
精
舎
↓
慮
山
精
舎
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
盧
山
の
精
舎

　
　
　麗
〔
椥
〕
薩
引
罐
輪
舗
蓮
㍍
教
賀
難
榊
顧
W
議
O
判

　
　
　

に

（神
）
（
6
6
）
も
ち
た
る
↓
持
た
る
（
神
）
（
6
7
）
壁
尾
↓
鹿
高
尾
（
宮
・
版
）
書
尾

　
　
　

（
謂
）
塵
尾
（
神
・
類
）
（
6
8
）
お
ち
け
る
に
↓
お
ち
け
に
（
謂
）
落
け
る
に
（
神
）

一
七
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（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
す
へ
て
こ
の
経
は
、
い
つ
れ
の
経
よ
り
も
な
つ
か
し
き
も
の
か
ら
、
わ
ひ

　
（
3
）
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
パ
蛮
設
猜
治
㌶
ル
め
汽
イ
小
く
の
．
」
と
く
琉
装
き
。
繭

仏
拘
戸
那
城
力
士
生
池
阿
利
羅
政
提
河
の
ほ
と
り
、
沙
羅
隻
樹
の
あ
ひ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

に

ま
し
く
き
、
と
い
ふ
よ
り
な
に
と
な
く
な
み
た
う
か
ひ
て
、
心
ほ
そ
く

　
ち
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

あ
さ
き
な
し
。
心
も
み
な
う
き
た
ち
て
な
に
の
あ
や
め
お
ほ
え
す
。
あ
や
し

　
、
、
し
（
1
6
）
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
（
1
9
）
（
ゐ
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

の

む

ま
、
と
り
な
と
の
た
く
ひ
も
み
な
ま
い
り
の
ぞ
み
け
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
な
る

　
　
べ
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
）
（
ゐ
）

つ
み
の
む

く
ひ
に
て
、
そ
の
と
き
い
つ
れ
の
所
に
あ
り
て
ま
い
り
あ
は
さ
り

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

け

ん
、
と
さ
ら
に
身
も
う
ら
め
し
く
か
き
く
ら
し
て
そ
お
ほ
ゆ
る
。
し
か
あ

　
　
　
　
（
鵠
）
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
（
田
）
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
（
を
）
（
3
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

る
に
、
こ
の
覚
扉
翠
）
の
経
鍵
と
き
て
、
そ
の
座
に
て
砲
）
は
り
お
と
り
け
ん
、

い
た

う
あ
は
れ
に
侍
。
か
の
も
ろ
こ
し
の
道
希
法
師
の
天
竺
に
む
か
ひ
て
、

ク
シ
ナ
シ
ヤ
ウ
ハ
ツ
ネ
ツ
ハ
ン
　

シ
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　（鵠
）

謬㌶
遜
㌶
璽
磐
詫
認
溺
撞
鋪
蔑
鴇
賠
醗
嬬
懸

　
（
4
2
｝
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
（
ほ
）
　
　
」
（
4
6
）
（
ふ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

か

り
の
こ
り
て
侍
け
る
は
、
こ
と
に
い
と
を
し
く
た
う
と
く
き
こ
ゆ
る
そ
か

し
。
こ
の
事
、
遊
心
集
に
か
た
は
か
り
の
せ
侍
し
に
や
。

〔
校
異
〕
（
1
）
こ
．
の
↓
此
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
2
）
な
つ
か
し
き
も
の
か
ら
↓
な
つ
か
し

　
　
　

く
侍
も
の
か
ら
（
神
）
（
3
）
わ
ひ
し
く
↓
佗
し
く
（
神
）
（
4
）
侍
↓
侍
り
（
神
・

　
　
　

類
・
版
）
（
5
）
ま
つ
は
し
め
に
↓
先
は
し
め
に
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
6
）
き
入

　
　
　

き
↓
き
き
Σ
（
宮
）
き
き
き
（
謂
）
聞
（
神
）
き
起
（
類
）
き
き
（
版
）
（
7
）
拘

　
　
　

　
那
城
↓
物
　
城
（
宮
）
（
8
）
生
池
↓
生
地
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
9
）
阿
利
羅

　
　
　
↓
阿
夷
羅
（
神
・
類
・
版
）
（
1
0
）
あ
ひ
た
↓
間
（
神
）
（
1
1
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

　
　
　

な
に
↓
何
（
神
）
（
1
3
）
な
み
た
↓
み
な
み
た
（
謂
）
涙
（
神
）
（
1
4
）
あ
さ
き
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
↓
あ
ち
き
な
し
（
諸
本
）
（
1
5
）
み
な
↓
皆
（
神
）
（
1
6
）
む
ま
↓
む
し
（
為
・
宮
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　

謂
・
類
・
版
）
虫
（
神
）
（
1
7
）
と
り
↓
鳥
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
8
）
た
く
ひ
↓
類

　
　
　

ひ

（神
）
（
1
9
）
み
な
↓
皆
（
神
）
（
2
0
）
の
ぞ
み
け
る
に
↓
望
み
に
け
る
（
神
）
（
2
1
）

　
　
　

つ
み
の

む
く
ひ
↓
罪
の
報
ひ
（
神
）
⑳
に
て
↓
ま
て
（
類
）
（
2
3
）
と
き
↓
時
（
神
）

　
　
　

（
2
4
）
あ
り
て
↓
有
て
（
神
）
（
2
5
）
さ
ら
に
↓
更
に
（
神
）
（
2
6
）
こ
の
↓
此
（
神
）

　
　
　

（
2
7
）
君
の
↓
君
ノ
（
為
）
（
2
8
）
と
き
て
↓
説
て
（
神
）
と
き
（
類
）
（
2
9
）
そ
の
座

　
　
　

↓
其
坐
（
神
）
そ
の
坐
（
類
・
版
）
（
3
0
）
を
は
り
お
↓
お
は
り
を
（
宮
）
を
は
り

　
　
　

を
（
講
・
類
・
版
）
終
り
を
（
神
）
（
3
1
）
と
り
け
ん
↓
取
け
ん
（
神
）
（
3
2
）
い
た

　
　
　

う
あ
は
れ
に
↓
い
と
う
哀
に
（
神
）
（
3
3
）
侍
↓
侍
り
し
（
神
・
類
）
侍
り
（
版
）

　
　
　

（
3
4
）
か
の
↓
彼
（
神
）
（
3
5
）
法
師
の
↓
法
師
ノ
（
為
）
（
3
6
）
浬
禦
経
寺
↓
浬
繋
寺

　
　
　

（
諸
本
）
（
3
7
）
す
み
に
わ
た
り
↓
す
み
わ
た
り
（
為
・
宮
・
讃
・
神
・
類
・
版
）
（
3
8
）

　
　
　

の

ち
に
↓
後
に
（
神
）
（
3
9
）
た
つ
ね
ゆ
き
て
み
け
れ
は
↓
尋
ね
行
て
見
け
れ
は

　
　
　

（神
）
（
4
0
）
身
ま
か
り
に
↓
身
ま
か
り
（
神
）
（
4
1
）
漢
字
ノ
経
↓
漢
字
の
経
（
宮
・

　
　
　

講
・
神
・
類
・
版
）
（
4
2
）
は
か
り
↓
計
（
神
）
（
4
3
）
の
こ
り
て
↓
残
り
て
（
神
）

　
　
　

（
4
4
）
侍
け
る
↓
侍
り
け
る
（
神
）
（
4
5
）
こ
と
に
↓
殊
に
（
神
）
（
4
6
）
い
と
を
し
く

　
　
　

↓
い
と
お
し
く
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
4
7
）
き
こ
ゆ
る
↓
聞
ゆ
る
（
神
）

一
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
X
お
）

　
十
一
、
は
り
ま
の
国
の
僧
の
心
お
・
こ
す
事

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
へ
3
）
　
へ
4
）
⑤

　
　
　
　
ハ
エ
ぜ

　

中
こ
ろ
、
は
り
ま
の
国
に
お
ち
た
る
僧
ゆ
き
と
ま
り
て
お
る
あ
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
フ
　

す

る
わ
さ
も
な
け
れ
は
、
あ
さ
ゆ
ふ
も
な
け
か
し
く
て
、
田
を
つ
く
り
て
な

　　
　

　
　
（
9
）

む

身
を
す
く
し
け
る
。
秋
か
り
冬
お
さ
む
る
わ
さ
も
お
も
ふ
ほ
と
も
え
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　

り
け
る
な
め
り
。
所
の
お
さ
な
り
け
る
も
の
、
な
す
へ
き
も
の
に
み
し
む
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ザ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
リ
　
ロ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

り
と
て
、
と
ら
ゑ
て
ろ
う
に
こ
め
た
り
け
り
。
さ
す
か
に
ほ
と
あ
る
事
な
れ

　
　
　
（
ひ
）
　
　
（
1
5
）
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

は
、
つ
い
に
は
い
て
に
け
る
な
る
へ
し
。
さ
て
、
返
て
め
こ
に
い
ふ
や
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
れ
　

い

ま
は
我
に
い
と
ま
く
れ
よ
。
ゆ
る
き
な
く
思
ひ
か
た
め
た
る
な
め
り
と
て
、

　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

あ
る
山
寺
に
の
ほ
り
ぬ
。
こ
と
わ
さ
な
く
一
す
ち
に
念
仏
を
そ
申
け
る
。
人
々

　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
（
や
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

み

な
あ
は
れ
み
て
、
よ
う
く
の
事
は
の
た
ま
は
せ
か
け
よ
、
と
我
も
く

　
　
（
2
9
）
　
　
　
て
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
ふ
。
さ
し
、
し
は
し
は
さ
る
ほ
と
の
こ
れ
う
を
日
に
二
た
ひ
く
ひ
け
る

甑
芭

後
に
は
…
日
に
一
合
の
こ
れ
輪
を
一
た
ひ
な
ん
く
ひ
け
玩
喧
さ
℃
運
三

年
と
い
ふ
ピ
、
お
の
賠
い
ほ
り
の
ま
へ
に
ふ
た
を
か
鱗
C
た
て
た
り
。
な
（
◎

わ

さ
を
う
れ
へ
た
る
ふ
た
そ
と
み
れ
は
、
ひ
ざ
し
㍍
r
に
あ
り
て
転
そ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
給
（
4
3
）
　
（
4
4
）

う
な
く
侍
れ
は
、
心
と
命
を
す
て
s
む
と
思
ひ
侍
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
う
へ
の
山
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

を
き
た
る
い
は
や
の
侍
に
、
ま
か
り
な
ん
こ
も
り
ぬ
る
。
も
し
、
我
を
我
と

　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

ほ

さ
は
、
も
の
さ
は
か
し
く
た
つ
ね
と
ふ
ら
ひ
た
ま
ふ
事
な
か
れ
と
そ
か

（

5
1
）
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
も
　
　
’
（
5
4
）

き
た
る
。

　
　
　
　

人

み
な
あ
は
れ
み
て
た
つ
ね
と
ふ
事
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
、
お
の
つ
か

　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

へめ
　

ら
日
こ
ろ
に
も
な
り
に
け
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心

あ
る
人
々
せ
う
く
た
つ
ね
あ
り
き
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

る
に
、
西
む
き
に
あ
り
け
る
い
は
や
に
い
き
た
る
や
う
に
て
、
手
を
あ
は
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

西
に
む

か
ひ
て

し
に
た
り
け
り
。
時
の
人
い
み
し
く
あ
は
れ
か
り
け
り
。
そ

〔
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
6
4
）
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

の

名
を
は
、
発
心
房
と
そ
い
ひ
け
る
。
い
と
あ
は
れ
也
け
る
事
か
な
。

〔校
異
〕
（
1
）
中
こ
ろ
↓
中
比
（
神
）
（
2
）
は
り
ま
↓
播
磨
（
神
）
（
3
）
ゆ
き
↓
往
（
神
）

　
　
　

（
4
）
お
る
↓
を
る
（
讃
）
⑤
あ
り
け
る
↓
有
け
り
（
宮
・
神
）
あ
り
け
り
（
為
・

　
　
　
類
・
版
）
（
6
）
あ
さ
ゆ
ふ
↓
朝
夕
（
神
）
（
7
）
田
を
↓
田
お
（
為
）
（
8
）
つ
く
り

　
　
　
て
な
む
↓
つ
く
り
て
な
ん
（
為
・
宮
）
作
り
て
な
ん
（
神
）
（
9
）
身
を
↓
身
お
（
為
）

　
　
　

⑩
お
さ
な
り
け
る
↓
お
さ
な
か
り
け
る
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
1
1
）
み
し
む
↓
未

　
　
　

進
（
神
）
版
に
は
未
進
と
傍
書
（
1
2
）
と
ら
ゑ
て
↓
と
ら
へ
て
（
謂
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
（
1
3
）
ろ
う
に
↓
籠
に
（
神
）
（
1
4
）
ほ
と
↓
欠
文
（
宮
）
（
1
5
）
つ
い
に
は
↓
つ
ゐ
に

　
　
　

は

（
謂
・
類
・
版
）
終
に
は
（
神
）
（
1
6
）
い
て
に
↓
出
に
（
讃
）
（
1
7
）
な
る
へ
し

　
　
　
↓
成
へ
し
（
神
・
類
・
版
）
（
1
8
）
さ
て
↓
靱
（
神
）
（
1
9
）
返
て
↓
帰
て
（
謂
・
類
・

　
　
　
版
）
か
へ
り
て
（
神
）
（
2
0
）
め
こ
に
い
ふ
や
う
↓
め
子
に
云
様
（
神
）
（
2
1
）
我
↓
わ

　
　
　

れ

（謂
・
類
・
版
）
（
2
2
）
思
ひ
↓
お
も
ひ
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
2
3
）
な
め
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り
↓
な
め
り
（
為
）
な
（
宮
）
（
2
4
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
2
5
）
の
ほ
り
ぬ
↓
の
ほ
り

　
　
　
ぬ
　
　
　
〉

　
　
　

て

（宮
）
（
2
6
）
念
仏
を
そ
↓
念
仏
お
そ
（
為
）
（
2
7
）
あ
は
れ
み
て
↓
哀
み
て
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　

（
2
8
）
事
は
の
た
ま
は
せ
↓
事
の
給
は
せ
（
神
）
（
2
9
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
3
0
）
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　

↓
さ
て
（
為
・
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
⑳
こ
れ
う
↓
こ
の
う
（
謂
）
か
れ
う

　
　
　
　
（
神
・
類
・
版
）
（
3
2
）
く
ひ
け
る
か
↓
食
け
る
か
（
神
）
（
3
3
）
こ
れ
う
↓
か
れ
う

　
　
　
　
（
神
・
類
・
版
）
（
3
4
）
一
た
ひ
な
ん
く
ひ
け
る
↓
一
た
ひ
食
け
る
（
神
）
（
3
5
）
さ

　
　
　

て
↓
扱
（
神
）
（
3
6
）
い
ふ
に
↓
云
に
（
神
）
（
3
7
）
お
の
か
↓
を
の
か
（
讃
・
神
・

　
　
　

類
）
（
3
8
）
い
ほ
り
の
ま
へ
に
ふ
た
を
か
き
て
↓
庵
の
前
に
札
を
書
て
（
神
）
（
3
9
）

　
　
　

な
に
↓
何
（
神
）
（
4
0
）
ひ
さ
し
く
↓
久
し
く
（
謂
）
（
4
1
）
よ
に
あ
り
て
も
↓
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　

有
て
も
（
神
）
（
4
2
）
す
て
s
む
↓
捨
て
む
（
課
）
捨
て
ん
（
神
）
（
4
3
）
思
ひ
侍
也

　
　
　
　
　
　
お

　
　
　

↓
思
ひ
侍
也
（
為
）
思
ひ
給
也
（
宮
）
思
ひ
給
侍
也
（
謹
）
思
ひ
給
ひ
侍
也
（
神
・

　
　
　

類
・
版
へ
（
4
4
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
4
5
）
み
を
き
た
る
い
は
や
の
侍
に
↓
見
置
た
る

　
　
　

岩
屋
の
侍
る
に
（
神
）
（
4
6
）
ま
か
り
↓
罷
（
神
）
（
4
7
）
こ
も
り
↓
籠
り
（
神
）
（
4
8
）

　
　
　

も
の
↓
物
（
神
）
（
4
9
）
た
つ
ね
↓
尋
ね
（
神
）
（
5
0
）
と
ふ
ら
ひ
た
ま
ふ
事
↓
と
ふ
・

　
　
　

ら
ふ
事
（
神
・
な
お
「
神
」
で
は
「
ラ
ヒ
給
」
と
傍
書
）
（
5
1
）
か
き
↓
書
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　

（
5
2
）
み
な
↓
皆
（
神
）
（
5
3
）
た
つ
ね
↓
尋
ね
（
神
）
（
5
4
）
事
な
し
↓
事
も
な
し

　
　
　
　
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
「
為
」
で
は
底
本
と
同
様
「
も
」
を
傍
記
（
5
5
）
お
の

　
　
　

つ
か
ら
↓
を
の
つ
か
ら
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
5
6
）
日
こ
ろ
↓
日
比
（
神
）

　
　
　

（
5
7
）
な
り
に
↓
成
に
（
謂
・
神
）
（
5
8
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
5
9
）
あ
り
き
↓
有
き
（
神
）

　
　
　

（
6
0
）
西
む
き
に
あ
り
け
る
い
は
や
↓
西
に
む
か
ひ
て
そ
有
け
る
岩
屋
（
神
）
⑪
西

　
　
　

に
む

か
ひ
て

し
に
た
り
け
り
↓
終
り
け
る
（
神
）
（
6
2
）
そ
の
↓
其
（
宮
）
（
6
3
）
い

　
　
　

ひ
↓
云
（
神
）
（
6
4
）
あ
は
れ
也
↓
哀
也
（
謂
）
哀
な
り
（
神
）
（
6
5
）
事
か
な
↓
事

　
　
　

哉

（草
＝
一
’
口
）
こ
と
か
な
（
神
）
こ
と
哉
（
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ご
　
　

　
け

に
、
い
た
つ
ら
に
あ
け
く
れ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゐ
に
病
に
と
り
こ
め
ら
れ
な
ん
の

ハヨ
　

ち

に

は
、
身
も
よ
は
く
心
も
お
ほ
れ
て
思
ひ
の
こ
と
く
も
な
く
て
を
は
り

　
る
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

を
と
ら
む
事
、
ほ
い
な
く
そ
侍
へ
き
。
わ
か
心
の
た
か
は
ぬ
時
、
仏
の
ち
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ

を
あ
ふ
き
て
、
命
を
す
て
入
む
事
か
し
こ
か
る
へ
し
。
た
れ
を
あ
は
れ
ま
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
仏
な
れ
は
か
、
さ
は
か
り
お
し
う
す
る
い
の
ち
を
た
て

　
　
　
　
　
（
を
＝
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ま
つ
ら
ん
人
お
み
す
く
し
給
へ
き
。
手
足
の
ゆ
ひ
を
た
き
て
仏
に
供
養
す
る

　
　
（
1
4
）
　
　
〔
へ
）
⑮
　
　
（

1
6
）
マ
ウ

を
は
、
法
花
経
に
も
う
ゑ
な
き
功
徳
と
ほ
め
た
り
。
梵
網
経
等
班
W
あ
ま
誌
）

す
s
め
た
り
。
い
は
ん
や
こ
の
い
の
ち
を
み
な
仏
に
た
て
ま
つ
り
て
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

功
徳
を
さ
ふ
け
て
う
き
よ
を
い
つ
る
た
ね
と
せ
ん
と
ね
か
は
ん
は
、
ゆ
N
し

き
心
さ
し
な
る
へ
し
。
ま
た
求
道
の
寒
き
た
担
辺
、
こ
の
み
つ
き
え
亡
雌
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
み
　

て

s
さ
と
に
む
か
ふ
に
、
山
に
す
む
大
地
の
い
ま
よ
り
後
、
経
の
こ
ゑ
を
き

　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

か

さ
ら
む
事
を
か
な
し
み
て
、
眼
に
ち
の
な
み
た
を
な
か
し
て
た
か
き
木
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
（
認
）

の

ほ

り
て
、
は
る
か
に
み
を
く
る
に
、
や
う
く
と
お
く
な
り
つ
x
つ
ひ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

み

え
す
な
り
ぬ
れ
は
、
つ
み
の
ほ
と
を
か
な
し
み
て
さ
ま
く
の
善
心
を
s

こ
し
ぷ
木
の
う
膏
り
身
を
な
け
た
り
け
る
加
w
．
都
率
提
む
ま
磐
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
む
　

の

か
は
ね

を
供
養
す
な
と
経
に
は
侍
そ
か
し
。
も
ろ
こ
し
の
伝
に
は
、
釈
し

ヱ

ミ
ヤ
ウ
カ
ウ
カ
・
（
4
2
）
°
二
但
）
：
　
　
　
ト
、
　
で
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）
“

恵
猛
高
岸
よ
り
身
を
な
け
て
し
ぬ
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

ま
た
な
か
は
の
ほ
と
に
て
紫
雲

身
籔
，
露
ピ
も
権
ま
垣
明
安
と
嘉
あ
㍉
江
の
ほ
と
％
盲
を
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
（
5
4
）

る
に
、
金
色
の
光
あ
り
て
水
の
な
か
に
い
る
と
も
侍
め
る
は
、
い
み
し
く
た

痴
と
く
こ
気
艀
れ
。
し
か
は
あ
れ
と
、
か
や
嬬
●
事
む
か
し
翼
り
い
ま
に
ぷ

　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

た

る
ま
て
、
と
か
く
さ
ま
く
に
一
か
た
な
ら
す
い
ふ
人
も
あ
る
へ
し
。
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鑓
）

ん

は
た

ム
我
心
に
は
か
ら
ひ
て
、
す
ふ
み
も
し
り
そ
き
も
す
へ
き
に
こ
そ
。

　
（
6
3
）
　
　
（
6
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
シ
ヤ
ウ
　
　
サ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

⇒鞠
㍊
㌶
謬
臼
譜
霞
罐
㌍
時
蕊
ぽ
雛
蟻
ぽ

〔校
異
〕
（
1
）
け
に
い
た
つ
ら
に
あ
け
く
れ
て
↓
実
に
徒
に
明
暮
て
（
神
）
（
2
）
つ
ゐ
に
↓
つ

　
　
　

い
に

（為
・
宮
）
（
3
）
の
ち
↓
後
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
）
を
は
り
を
↓
を
は

　
　
　

り
お
（
為
）
お
は
り
を
（
宮
）
終
り
を
（
神
）
（
5
）
と
ら
む
事
ほ
い
な
く
そ
↓
取

　
　
　

ん
事
ほ
ひ
な
く
そ
（
神
）
（
6
）
わ
か
心
↓
我
心
（
神
）
（
7
）
時
↓
と
き
（
為
・
宮
）

　
　
　

（
8
）
す
て
＼
む
↓
す
て
ん
（
神
）
（
9
）
た
れ
を
あ
は
れ
ま
ん
と
↓
た
れ
を
あ
は
れ

　
　
　

ま
む
と
（
讃
）
誰
を
哀
ま
ん
と
（
神
）
（
1
0
）
ち
か
ひ
た
ま
へ
る
↓
誓
ひ
給
へ
る
（
神
）

　
　
　

（
1
1
）
お
し
う
す
る
い
の
ち
を
↓
を
し
う
す
る
い
の
ち
を
（
謂
・
類
・
版
）
を
し
う
す

　
　
　

る
命
を
（
神
）
（
1
2
）
人
お
↓
人
を
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
3
）
ゆ
ひ
を
た
き
て

　
　
　

↓
指
を
焼
て
（
神
）
（
1
4
）
を
は
↓
を
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
⑮
う
ゑ
な
き
↓
こ
ゑ

　
　
　

な
き
（
課
）
上
な
き
（
神
）
う
へ
な
き
（
類
・
版
）
（
1
6
）
ほ
あ
た
り
↓
讃
た
り
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　

（
1
7
）
た
り
い
は
ん
や
こ
の
い
の
ち
を
み
な
仏
に
た
て
ま
つ
り
↓
欠
文
（
神
）
（
1
8
）

　
　
　

こ
の
↓
此
（
神
）
（
1
9
）
う
き
よ
を
い
つ
る
↓
う
き
世
を
い
つ
る
（
讃
）
憂
世
を
出

　
　
　

る
（
神
）
（
2
0
）
せ
ん
↓
せ
む
（
類
・
版
）
（
2
1
）
ね
か
は
ん
は
↓
ね
か
は
む
は
（
為
・

　
　
　

宮
）
（
2
2
）
ま
た
求
道
の
寒
き
た
り
↓
又
求
道
の
人
寒
来
り
（
神
）
ま
た
求
道
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
つ

　
　
　

寒
き
た
り
（
類
・
版
）
（
2
3
）
こ
の
み
つ
き
え
て
↓
こ
の
つ
み
き
て
（
為
）
こ
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や

　
　
　

つ
き
て
（
宮
・
課
・
神
・
類
・
版
）
（
2
4
）
い
て
」
さ
と
に
↓
出
て
里
に
（
神
）
（
2
5
）

　
　
　

こ
ゑ
↓
声
（
神
）
（
2
6
）
さ
ら
む
↓
さ
ら
ん
（
神
）
（
2
7
）
か
な
し
み
て
↓
か
な
し
ひ

　
　
　

て

（寧
ユ
コ
ロ
）
（
2
8
）
ち
の
な
み
た
を
↓
ち
の
な
み
た
お
（
為
）
血
の
涙
を
（
神
）
（
2
9
）

　
　
　

た

か
き
↓
高
き
（
神
）
（
3
0
）
み
を
く
る
に
↓
見
送
り
け
る
に
（
神
）
⑪
と
お
く

　
　
　

な
り
つ
s
↓
と
を
く
り
つ
入
（
宮
）
と
を
く
な
り
つ
Σ
（
謂
・
版
）
と
を
く
り
な

　
　
　

り
つ
s
（
類
）
遠
く
成
け
れ
は
（
神
）
（
3
2
）
つ
ひ
に
↓
つ
ゐ
に
（
宮
・
謂
・
類
・

　
　
　

版
）
終
に
（
神
）
（
3
3
）
つ
み
↓
罪
（
神
）
（
3
4
）
ほ
と
を
か
な
し
み
て
↓
程
を
か
な

　
　
　

し
ひ
て
（
謂
）
ほ
と
か
な
し
み
て
（
神
）
（
3
5
）
善
心
を
」
こ
し
て
↓
善
心
を
お
こ

　
　
　

し
て
（
宮
・
神
・
類
・
版
）
（
3
6
）
う
へ
↓
上
（
神
）
（
3
7
）
な
け
た
り
け
る
か
↓
な

　
　
　

け
た
り
け
る
（
類
）
（
3
8
）
都
率
天
↓
都
卒
天
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
9
）
む
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　

↓
生
れ
（
神
）
（
4
0
）
昔
↓
む
か
し
（
神
）
（
4
1
）
釈
し
↓
釈
の
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・

　
　
　

版
）
（
4
2
）
高
岸
↓
高
き
岸
（
神
）
（
4
3
）
身
を
↓
身
お
（
為
）
（
4
4
）
し
ぬ
る
に
↓
死

　
　
　

ぬ

（神
）
（
4
5
）
に
て
↓
に
（
神
）
（
4
6
）
身
を
↓
を
（
宮
）
（
4
7
）
ま
つ
ふ
↓
ま
つ
（
類
）

一
九
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範総ξ止担

　
十
二
、
あ
ふ
み
の
い
し
た
う
の
僧
の
世
を
の
か
る
・
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
（
3
）
　
　
（
4
｝
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　

　
中
こ
ろ
、
近
江
国
石
堂
と
い
ふ
所
に
僧
あ
り
け
り
。
と
し
な
か
は
に
あ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
て
、
世
を
い
と
ふ
心
な
ん
ふ
が
く
侍
け
る
。
さ
て
、
日
に
そ
X
て
は
人
に

か
た

を
な
ら
ふ
る
事
な
と
あ
き
た
薔
け
れ
は
旦
寺
の
ま
し
ら
丙
×
鰺
ぽ
ガ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ん

と
思
ひ
て
、
い
と
ま
を
こ
ひ
け
れ
と
人
々
を
し
み
て
ゆ
る
さ
す
。
さ
て
、

　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

こ
の
人
い
み
し
く
思
ひ
な
け
き
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
こ
ろ
を
ふ
る
ほ
と
に
、
そ
こ
ち
か
く

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
　
　
（
2
0
）
　
（
2
1
）

　
　
　
ロ
　

と
こ
ろ
の
を
さ
な
る
男
の
身
ま
か
れ
る
あ
り
け
り
。
そ
の
あ
と
に
つ
ね
に
ゆ

　
　
カ
　

　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
お
　

き
て
、
あ
る
と
き
は
え
ん
の
う
へ
に
夜
を
あ
か
し
、
あ
る
と
き
は
ひ
る
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ひ

に
き
て
た
ち
か
へ
る
事
も
あ
り
け
り
。
か
」
り
け
れ
は
こ
の
あ
る
し
の
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
（
3
0
）

　　
　

は
、
日
こ
ろ
も
心
お
こ
し
た
る
人
と
き
く
に
、
あ
は
せ
て
心
の
色
を
も
ま
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

ん

と
す
る
よ
な
。
あ
は
れ
な
る
へ
き
心
の
中
の
な
さ
け
か
な
と
思
ひ
お
り
。

　
（
3
5
）
　
　
（
3
6
）

さ
て
、
た
ひ
か
さ
な
り
け
れ
は
、
人
々
あ
や
し
の
わ
さ
や
な
と
い
ひ
け
り
。

　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
（
え
X
3
9
）
　
　
　
　
（
ω
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

あ
る
人
は
つ
み
の
う
る
こ
と
な
き
こ
ゑ
た
ま
ひ
そ
。
我
に
お
き
て
は
う
け
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

か

す
。
か
s
る
事
き
か
し
な
と
も
て
は
な
る
二
も
の
も
あ
り
。
か
く
て
月
こ

念蕊
亘
鷲
〉
に
㍉
に
た
妻
と
蕊
邊
す
あ
り
㌶
は
、
あ
ま
⑳

く
こ
の
す
ち
か
ち
に
い
ひ
な
り
に
け
り
。
さ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
て
ら
に
は
さ
や
う
の

　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
　
（
え
）
（
5
3
）

き
こ
ゑ
あ
る
人
は
な
し
と
て
、
房
き
り
さ
ま
く
に
は
ち
か
ま
し
き
事
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
（
5
8
）

て
、
お
ひ
い
た
し
つ
。
こ
の
人
と
し
こ
ろ
あ
り
つ
き
て
、
は
な
れ
も
う
く
侍

れ

と
・
今
は
更
患
ひ
な
し
と
て
い
て
ぬ
・
さ
盲
は
る
か
な
る
恥
に
あ
や

し
の
い
ほ
％
ぴ
す
ひ
て
・
芒
ひ
と
舞
鴇
げ
り
・
さ
㌃
）
こ
窪
．
触
．
㌫
．
）

　
　
（
6
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）
（
7
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

き
s
て
わ
ひ
な
け
く
事
か
き
り
な
け
れ
と
も
、
い
ま
た
こ
ま
や
か
な
る
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
カ
　

め
ん

も
せ
ね
は
、
な
け
く
に
も
た
よ
り
な
し
。
ま
た
、
人
つ
て
に
き
こ
え
さ
す

　
　
　
　
（
7
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
（
7
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㎎
）

へ
き
事
に
も
あ
ら
ね
は
、
さ
て
の
み
日
を
x
く
る
。
さ
て
、
そ
の
後
は
こ
の

二
〇

塁欝鷺藷i欝竃i灘1欝鍵灘き隷翼i叢，
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（

5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
（
7
×
お
）
　
　
　
　
　
（
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
は
か
り
事
に
し
け
る
。
ま
た
、
を
の
つ
か
ら
た
へ
ま
な
と
の
あ
る
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

貸ぷ
ぶ
慕
誌
費
籠
諸
S
誌
驚
誘
額
綾
西
露
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
や
し
く
な
に
事
な
ら
ん
と
て
、
い
そ
き
て
あ
ひ
た
れ
は
い
か
に
も
よ
を
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

る
x
事
を
思
ひ
あ
つ
か
ひ
て
侍
し
に
、
そ
こ
の
御
と
く
に
と
し
こ
ろ
の
ほ

（

2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）

い

を
な
ん
と
け
て
侍
。
い
ま
、
極
楽
に
ま
い
ら
ん
す
る
事
の
ち
か
く
侍
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
ロ
　

そ
の
悦
申
さ
む
と
て
な
ん
ま
う
て
き
た
る
と
い
ひ
て
い
て
ぬ
。
さ
て
、
七
月

　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
×
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

七

日
草
の
と
さ
辻
っ
繧
し
て
、
ひ
寡
に
い
き
た
へ
に
け
批
）
其
渠
）

あ
や
し
き
雲
空
に
み
え
け
れ
は
、
人
々
お
と
ろ
き
て
た
つ
ぬ
る
に
、
こ
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

の

か

く
れ
ぬ
る
事
を
し
り
ぬ
。
さ
て
、
七
日
か
あ
ひ
た
あ
ま
ね
く
人
に
え
ん

（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

を
な
ん
む
す
は
せ
け
る
。
い
み
し
く
あ
り
か
た
く
侍
け
る
心
の
う
ち
な
る
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
（
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
。
人
の
な
ら
ひ
に
は
い
か
に
な
り
は
つ
る
ま
て
も
、
程
に
ふ
れ
つ
ふ
ほ
ね

　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

を
は
う
つ
む
と
も
名
を
は
う
つ
ま
し
と
お
も
ひ
た
め
る
に
、
い
ま
こ
の
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
　

さ
ま
、
い
か
て
か
仏
も
御
覧
し
と
か
め
す
侍
へ
き
。
か
や
う
に
ふ
つ
に
身
を

　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

す
て
侍
人
に
は
、
を
は
り
の
と
き
、
か
な
ら
す
め
た
s
し
き
ほ
と
の
瑞
相
の

　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

侍
な
め
り
。
な
を
く
あ
は
れ
に
侍
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
と

〔校
異
〕
（
1
）
く
い
も
の
↓
く
ひ
も
の
（
諌
・
類
・
版
）
食
物
（
神
）
（
2
）
に
は
↓
な
と
は

　
　
　

（宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
）
な
さ
け
↓
情
（
神
）
（
4
）
と
き
↓
時
（
神
）
（
5
）

　
　
　

日
を
ふ
く
る
↓
日
を
送
る
（
神
）
日
を
を
く
る
（
類
・
版
）
（
6
）
事
に
し
け
る
↓
こ

　
　
　

と
に
か
し
け
る
（
面
早
二
＝
口
）
（
7
）
ま
た
↓
又
（
神
）
⑧
た
へ
ま
↓
た
ま
へ
（
宮
）
絶
間
（
神
）

　
　
　

た

え
ま
（
類
・
版
）
（
9
）
さ
と
に
い
て
s
こ
ふ
事
↓
里
に
出
て
乞
事
（
神
）
（
1
0
）

　
　
　

あ
り
↓
有
（
宮
）
（
1
1
）
あ
ま
た
↓
数
多
（
神
）
（
1
2
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
1
3
）
あ
る

　
　
　

と
き
↓
有
時
（
神
）
（
1
4
）
家
↓
い
ゑ
（
為
・
宮
）
（
1
5
）
き
て
↓
来
て
（
神
）
⑯
け

　
　
　

さ
ん
↓
は
さ
ん
（
章
’
言
口
）
け
ん
さ
ん
（
神
）
（
1
7
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
1
8
）
よ
を
↓
世
を
（
神
）

　
　
　

⑲
そ
こ
の
御
と
く
↓
此
恩
徳
（
神
）
（
2
0
）
ほ
い
↓
本
ひ
（
神
）
（
2
1
）
そ
の
↓
其
（
宮
）

　
　
　

（
2
2
）
申
さ
む
と
て
な
ん
↓
申
さ
ん
と
て
な
ん
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
申
さ
ん
と
て

　
　
　
　
（
宮
）
（
2
3
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
2
4
）
草
の
と
↓
草
の
戸
（
神
）
（
2
5
）
さ
し
s
つ
か

　
　
　

に
↓
さ
し
し
つ
か
に
（
宮
・
謂
・
類
・
版
）
（
2
6
）
た
へ
↓
た
え
（
神
・
類
・
版
）
た

　
　
　

～
（面
早
ニ
コ
ロ
）
（
2
7
）
其
時
↓
そ
の
時
（
譜
・
神
・
類
・
版
）
（
2
8
）
空
↓
そ
ら
（
為
）
（
2
9
）

　
　
　

み
え
↓
み
へ
（
為
・
宮
）
（
3
0
）
人
々
↓
人
人
（
類
）
（
3
1
）
た
つ
ぬ
る
↓
尋
る
（
神
）

　
　
　

（
3
2
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
3
3
）
さ
て
↓
担
（
神
）
（
3
4
）
あ
ひ
た
↓
間
（
神
）
（
3
5
）
え

　
　
　

ん
↓
縁
（
神
）
（
3
6
）
を
↓
お
（
為
）
（
3
7
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
3
8
）
な
り
↓
成
（
神
）

　
　
　

⑲
ま
て
も
↓
と
て
も
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
4
0
）
程
に
↓
ほ
と
（
神
）
（
4
1
）
ほ
ね
を
は

　
　
　

↓
ほ
ね
を
（
為
）
骨
を
は
（
神
）
（
4
2
）
こ
の
人
↓
こ
の
人
に
（
課
）
（
4
3
）
か
や
う

　
　
　

↓
か
様
（
神
）
（
4
4
）
身
を
す
て
侍
人
に
は
↓
身
を
捨
侍
人
に
は
（
神
）
身
を
す
て

　
　
　

侍
ん
に
は
（
類
）
（
4
5
）
を
は
り
の
と
き
↓
終
り
の
時
（
神
）
（
4
6
）
め
た
ふ
し
き
↓
め

　
　
　

た

し
き
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
7
）
な
を
く
↓
猶
々
（
宮
）

　
十

三
、
か
う
野
の
ひ
し
り
の
山
か
ら
に
よ
り
て
心
左
“
）
こ
す
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
比
、
高
野
に
み
な
み
つ
く
し
と
い
ふ
往
生
人
あ
り
け
り
。
つ
く
し
の
も

の
主
た
り
か
う
繧
す
み
ぷ
此
熟
す
み
か
を
か
ま
蚕
て
解
け
れ
は
・

購
翻

あ
り
け
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
や
せ
お

と
ろ
へ
て
そ
侍
け
る
。
あ
る
と
き
さ
る
へ
き
人
々
あ

つ

ま
り
て
、
な
し
か
ぼ
か
く
は
か
り
身
鷲
）
ま
し
め
給
へ
き
・
仏
堅
の
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誌
㌶
ば
麟
誌
鐘
躍
設
蕊
ば
四
杜
肋
ぽ
域
ぽ

露
㌫
齢
践
鵠
誘
鴎
⑪
讐
已
㍉
竃
誌

か
は

ビ
（
謀
礼
毒
人
あ
竃
い
ま
ぷ
嘱
に
効
け
る
砧
べ
．
い
み
し

≦
、
弍
り
お
襟
し
て
か
誹
る
か
、
三
に
や
ま
か
ら
㌣
れ
た
り
砧
る

に
、
〔
＝
の
や
ま
か
ら
は
も
の
誌
は
拒
ね
に
は
・
、
の
は
室
っ
き
て
、
・
、

の

め

よ
り
い
て
ん
と
の
み
し
て
、
や
せ
ほ
そ
り
て
水
を
た
に
お
ほ
く
は
の
ま

恒蕊
蛭
携
い
蔑
ぷ
竃
霧
竃
鷲
舗

鵠
晶
懸
嵩
㍑
竺
舜
昔
漂
は
ぽ
い
警
諸
鴎

こ
曜
み
褒
の
あ
る
し
黎
三
w
）
さ
議
う
き
夢
い
て
ピ
い
と
な

ま
む
人
も
さ
る
へ
き
に
こ
そ
侍
め
れ
。
つ
ね
に
う
ち
し
め
り
て
た
か
き
ゑ
わ

ら
ひ
も
せ
す
、
心
お
も
ひ
に
物
な
と
も
く
は
て
こ
鰍
が
る
へ
か
め
拓
ピ
さ
と

り
て
、
や
か
て
か
し
廷
う
し
㌃
い
み
し
く
お
こ
な
ひ
摩
と
説
た
ま
陽
じ

　
　
　
　
　
お
　

彊鷲
ガ
設
錘
曇
…
唖
鷲
嫁
勤
詩
霞
淫

り
侍
ぬ
。

〔校
異
〕
（
1
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
2
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
3
）
も
の
s
↓
者
の
（
神
）
（
4
）

　
　
　
か
う
や
↓
高
野
（
神
）
（
5
）
す
み
て
↓
す
み
（
宮
）
⑥
此
南
↓
北
南
（
為
）
此
西

　
　
　

（
謂
．
神
．
類
・
版
）
⑦
か
ま
ゑ
て
↓
か
ま
へ
て
（
宮
）
か
そ
へ
て
（
謂
）
な
ら

一
二
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へ
て

（神
・
類
・
版
）
（
8
）
此
つ
く
し
↓
北
つ
く
し
（
為
・
謂
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　

（
9
）
い
ひ
↓
云
（
神
）
（
1
0
）
こ
の
↓
こ
の
人
（
讃
．
類
．
版
）
此
人
（
神
）
（
1
1
）

　
　
　

こ
れ
う
↓
か
れ
う
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
2
）
さ
ら
に
そ
の
ほ
か
↓
更
に
其
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
（
神
）
（
1
3
）
も
の
s
↓
も
の
も
（
諸
本
）
（
1
4
）
あ
り
↓
有
（
1
5
）
や
せ
↓
痩
（
神
）

　
　
　

（
1
6
）
お
と
ろ
へ
て
↓
お
と
ろ
え
て
（
為
・
宮
・
神
）
（
1
7
）
あ
る
と
き
↓
有
時
（
神
）

　
　
　
⑱
な
し
か
は
↓
ま
し
か
は
（
類
）
（
1
9
）
身
お
↓
身
を
（
宮
．
謂
．
神
．
類
．
版
）

　
　
　

（2
0
）
仏
は
↓
仏
（
謂
）
（
2
1
）
お
こ
な
ふ
↓
を
こ
な
ふ
（
類
）
（
2
2
）
ほ
い
↓
ほ
ひ
（
神
）

　
　
　

（
2
3
）
お
ほ
か
ら
ぬ
↓
お
」
か
ら
ぬ
（
類
）
（
2
4
）
お
は
せ
か
し
↓
お
か
せ
し
（
宮
）

　
　
　

（
2
5
）
い
ふ
や
ふ
↓
云
様
（
神
）
い
ふ
や
う
（
宮
・
謁
）
（
2
6
）
侍
↓
侍
り
（
謂
．
類
．

　
　
　
版
）
（
2
7
）
こ
ろ
↓
比
（
神
）
（
2
8
）
こ
の
み
て
↓
好
み
て
（
神
）
（
2
9
）
ち
や
う
も
ん

　
　
　
↓
聴
聞
（
神
）
（
3
0
）
を
↓
お
（
為
）
（
3
1
）
の
ふ
り
↓
の
の
り
（
謂
．
類
．
版
）
の

　
　
　
法
（
神
）
（
3
2
）
た
ま
ひ
↓
給
ひ
（
宮
・
神
）
（
3
3
）
き
」
↓
聞
（
神
）
（
3
4
）
い
ゑ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　

あ
り
け
る
と
き
↓
家
に
有
け
る
時
（
神
）
（
3
5
）
こ
も
り
↓
こ
と
り
（
為
．
宮
．

　
　
　
謂
・
類
・
版
）
小
鳥
（
神
）
（
3
6
）
お
↓
を
（
宮
・
謂
・
神
・
類
．
版
）
（
3
7
）
あ
ひ

　
　
　
↓
あ
い
（
講
・
類
・
版
）
愛
（
神
）
（
3
8
）
一
こ
↓
一
籠
（
謂
・
神
．
類
．
版
）
（
3
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
「
ふ
た
つ
」
と
傍
記

　
　
　

や
ま
↓
山
（
章
’
言
口
）
（
4
0
）
二
↓
ふ
た
つ
（
神
）
「
版
」

　
　
　
（
4
1
）
い
れ
た
り
け
る
に
↓
入
た
り
け
り
（
神
）
（
4
2
）
や
ま
↓
山
（
神
）
（
4
3
）
も
の

　
　
　
↓
物
（
神
）
（
4
4
）
こ
の
は
ら
↓
こ
の
腹
（
諄
・
類
）
「
版
」
は
「
籠
」
と
傍
記
。

　
　
　
籠
の
腹
（
神
）
（
4
5
）
つ
き
て
↓
付
て
（
神
）
（
4
6
）
こ
の
め
↓
籠
の
目
（
謂
．
神
．

　
　
　
類
・
版
）
（
4
7
）
い
て
ん
と
の
み
し
て
↓
出
ん
と
の
み
し
て
（
神
）
い
て
ん
と
の
の

　
　
　

し
て
（
類
）
（
4
8
）
や
せ
↓
痩
（
神
）
（
4
9
）
水
を
た
に
↓
水
お
た
に
も
（
為
）
水
を

　
　
　

た

に
も
（
宮
）
（
5
0
）
い
て
む
↓
い
て
ん
（
課
）
出
む
（
神
）
（
5
1
）
ほ
か
↓
外
（
神
）

　
　
　

（
5
2
）
さ
ら
↓
更
（
神
）
（
5
3
）
山
か
ら
↓
や
ま
か
ら
（
宮
．
謂
．
類
．
版
）
（
5
4
）
も

　
　
　

の
↓
物
（
神
）
（
5
5
）
い
み
し
く
s
ひ
て
↓
い
み
し
く
く
ら
ひ
て
（
神
．
類
．
版
）
（
5
6
）
こ

　
　
　

ゑ
↓
こ
え
（
輝
三
類
・
版
）
肥
（
神
）
（
5
7
）
あ
り
↓
有
（
神
）
（
5
8
）
こ
の
↓
此
（
神
）

　
　
　
（
5
9
）
や
ま
↓
山
（
神
）
（
6
0
）
い
か
s
↓
い
か
に
（
類
）
（
6
1
）
こ
↓
籠
（
神
）
（
6
2
）

　
　
　

い
て

s
と
ひ
て
さ
り
ぬ
↓
出
て
飛
て
去
ぬ
（
神
）
（
6
3
）
こ
れ
を
み
て
↓
是
を
見
て

　
　
　
　
（
神
）
（
6
4
）
お
と
こ
↓
男
（
宮
・
神
）
（
6
5
）
う
き
よ
↓
憂
世
（
神
）
（
6
6
）
い
て

　
　
　

ん
↓
出
む
（
神
）
（
6
7
）
む
↓
ん
（
神
）
（
6
8
）
こ
そ
↓
社
（
神
）
（
6
9
）
つ
ね
↓
常
（
神
）

　
　
　
（
7
0
）
こ
そ
↓
社
（
神
）
（
7
1
）
あ
る
へ
か
め
れ
↓
あ
る
へ
き
（
神
）
（
7
2
）
か
し
ら
↓
か

　
　
　

し
ら
を
（
章
二
一
●
口
）
（
7
3
）
お
ろ
し
て
↓
を
う
し
て
（
神
・
類
．
版
）
（
7
4
）
お
こ
な
ひ
て

　
　
　
↓
を
こ
な
ひ
（
類
）
（
7
5
）
た
ま
ひ
↓
玉
ひ
（
讃
）
給
ひ
（
神
）
（
7
6
）
き
入
↓
聞
（
神
）

　
　
　
（
7
7
）
さ
ら
む
↓
さ
あ
ら
む
（
神
）
（
7
8
）
思
ひ
↓
お
も
ひ
（
謂
・
神
．
類
．
版
）
（
7
9
）

　
　
　

の
ち
↓
よ
り
（
神
）
（
8
0
）
と
し
を
」
く
り
↓
年
を
送
り
（
神
）
（
8
1
）
侍
ぬ
↓
は
べ

　

　

　

り
ぬ
（
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

我
も
の
い
み
し
く
s
ひ
て
、
ち
か
ら
あ
り
と
誌
、
な
に
の
お
こ
な
ひ
を

か

し
侍
へ
き
。
あ
や
ま
り
て
お
こ
た
り
そ
い
て
き
侍
へ
き
。
は
や
ゆ
る
き
な

く
彊
業
た
め
て
し
裏
れ
は
、
い
鍵
の
た
ま
掌
ど
叱
た
躍
ま
し

き
也
と
誤
ら
へ
け
る
。
さ
て
冷
魂
繧
き
と
し
て
、
い
毒
魂

く
な
り
に
け
り
と
な
ん
。
こ
の
事
も
き
s
し
よ
り
、
ふ
か
く
身
に
し
め
て
わ

　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

す
る
s
と
き
な
し
。
か
の
や
ま
か
ら
の
い
に
し
へ
も
、
こ
と
に
あ
は
れ
に
し

二
二

　
は
し
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
0
）
（
を
）
　
（
2
1
）

の

ひ

か
た

く
侍
。
さ
れ
は
仏
は
、
或
は
三
口
く
へ
と
も
お
し
へ
給
。
或
は
五

。

い㌫
㌣
お
ほ
せ
ら
れ
た
り
・
ま
蘂
。
利
弗
は
吾
六
。
く
ひ
て
こ
亮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

を
た
す
に
は
水
お
も
て
せ
よ
と
い
へ
り
。
さ
れ
は
龍
樹
井
は
身
を
益
し
て
、

　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）
　
　
タ
イ

馬
を
や
し
な
ふ
か
こ
と
く
は
す
へ
か
ら
す
と
s
き
給
て
、
天
台
大
師
は
食
の

　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
（
3
3
）

法
た
る
事
は
、
も
と
身
を
た
す
け
て
道
に
す
s
ま
さ
む
か
た
め
也
と
s
き
た

　
　
（
3
4
）
　
　
　
（
3
5
）
（
を
）
　
　
（
3
6
）
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
（
3
9
）

ま
へ
り
。
こ
れ
ら
の
お
し
へ
を
き
か
す
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お

の

つ
か

ら
や
ま
か
ら
の
ゆ

　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　れ
　

へ
に

さ
と
り
を
ふ
こ
し
け
ん
心
、
け
に
あ
り
か
た
く
侍
へ
し
。
ま
た
つ
た
へ

　
　
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
s
て
、
け
に
と
望
し
露
ん
人
も
誌
こ
き
電
。
っ
ら
ー
お
も
ひ

つ

s
く
れ
は
、

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
も
り
の
く
ひ
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
す
も
な
き
わ
つ
ら
ひ
よ
り

　
　
　
（
4
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）

き
た
れ
る
に
は
あ
ら
す
や
。
春
の
ひ
の
な
か
き
に
、
山
田
を
返
す
し
つ
の
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　ロ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

の
、
ひ
く
し
め
な
は
の
う
ち
は
へ
て
、
い
と
な
み
た
つ
る
わ
つ
ら
ひ
お
と
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

か
す
、
な
る
こ
の
山
田
の
は
ら
の
か
り
い
ほ
、
し
も
さ
ゆ
る
ま
て
た
し
な
み

　
　
（
を
）
　
（
5
7
）

て
、
お
し
ね
を
つ
め
る
い
と
な
み
、
或
は
の
ほ
れ
は
く
た
る
い
な
ふ
ね
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

み

な
れ
さ
ほ
さ
し
わ
ひ
、
或
は
あ
ふ
さ
か
や
ま
の
は
け
し
き
に
、
あ
し
を
は

　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

や
む

る
こ
ま
も
あ
り
。
又
、
て
つ
か
ら
お
ひ
み
つ
か
ら
に
な
へ
る
い
と
な
み
、

そ
の
か
す
い
く
そ
は
く
そ
や
。

〔

校
異
〕
（
礼
匙
㍊
賢
誓
鵠
難
露
〕
⑫
藷
鞄
麓
確
酷
麺

　
　
　

も
ひ
（
神
）
（
7
）
た
ま
は
す
↓
給
は
む
（
神
）
（
8
）
也
↓
な
り
（
神
）
（
9
）
さ
て

　
　
　

人
々
も
↓
さ
て
も
（
神
）
（
1
0
）
な
み
た
を
Σ
と
し
て
↓
な
み
た
お
s
と
し
て
（
為
）

　
　
　
な

み
た
を

お

と
し
て
（
宮
・
課
・
類
・
版
）
涙
を
お
と
し
て
（
神
）
（
1
1
）
い
ふ
↓
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
　
　

（神
）
（
1
2
）
な
り
に
↓
成
に
（
謂
）
（
1
3
）
こ
の
事
も
↓
こ
の
事
を
（
為
・
宮
・
課
・

　
　
　
類
゜
版
）
此
事
を
（
神
）
（
1
4
）
き
s
↓
聞
（
神
）
（
1
5
）
身
に
し
み
て
↓
身
に
し
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　

て
↓
（
為
・
譜
・
神
・
類
・
版
）
身
に
し
め
て
（
宮
×
1
6
）
と
き
↓
時
（
神
）
（
1
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
し

　
　
　

や
ま
↓
山
（
神
）
（
1
8
）
し
の
ひ
か
た
く
↓
し
の
は
し
く
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
や
　
べ

　
　
　

（
1
9
）
或
は
三
口
↓
三
口
（
神
・
類
・
版
）
（
2
0
）
く
へ
と
も
↓
食
共
（
神
）
（
2
1
）
お

　
　
　
し
へ
↓
を
し
．
へ
（
章
⇒
コ
ロ
）
（
2
2
）
く
へ
↓
食
（
神
）
（
2
3
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
2
4
）
こ
れ

　
　
　
↓
是
（
神
）
（
2
5
）
た
す
に
は
水
お
も
て
↓
た
す
に
は
水
を
も
て
（
宮
．
類
．
版
）

　
　
　

た
す
に
は
水
お
り
て
（
章
’
言
口
）
た
す
け
に
は
水
を
も
て
（
神
）
（
2
6
）
龍
樹
井
↓
龍
樹

　
　
　
菩
薩
（
類
）
（
2
7
）
や
し
な
ふ
か
↓
や
し
な
ふ
（
類
）
（
2
8
）
＼
（
と
）
き
給
て
↓
説

　
　
　
給
ひ
（
神
）
と
き
給
ひ
（
類
・
版
）
（
2
9
）
食
の
法
た
る
↓
食
の
つ
た
る
（
課
）
（
3
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　

た
す
け
↓
助
（
神
）
（
3
1
）
道
に
↓
道
を
（
為
）
（
3
2
）
す
x
ま
さ
む
↓
す
s
ま
さ
ん

　
　
　

（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
3
3
）
た
め
↓
為
（
神
）
（
3
4
）
s
（
と
）
き
た
ま
へ
り
↓
Σ

　
　
　
き
玉
へ
り
（
章
皇
”
口
）
説
給
へ
り
（
神
）
（
3
5
）
こ
れ
ら
↓
是
等
（
神
）
（
3
6
）
お
し
へ
↓
を
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し
へ
（
田
早
二
’
↓
口
）
（
3
7
）
き
か
す
↓
聞
す
（
講
・
神
）
（
3
8
）
お
の
つ
か
ら
↓
を
の
つ
か
ら

　
　
　
　
（
宮
・
講
・
神
・
類
・
版
）
（
3
9
）
や
ま
↓
山
（
神
）
（
4
0
）
ゆ
へ
↓
故
（
神
）
（
4
1
）

　
　
　

さ
と
り
を
N
こ
し
け
ん
↓
さ
と
り
を
お
こ
し
け
ん
（
宮
）
悟
り
を
発
し
け
ん
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　

（
4
2
）
あ
り
か
た
く
↓
有
か
た
く
（
宮
）
有
難
（
神
）
（
4
3
）
ま
た
つ
た
へ
き
s
て

　
　
　

↓
又
伝
へ
聞
て
（
神
）
（
4
4
）
心
也
↓
心
も
（
譜
・
神
・
版
）
心
な
り
（
類
）
（
4
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

こ
の
↓
此
（
神
）
（
4
6
）
一
も
り
↓
人
も
り
（
為
）
ひ
と
も
り
（
神
）
「
版
」
は
「
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

　
　
　

と
」
と
傍
記
（
4
7
）
く
ひ
も
の
↓
食
物
（
神
）
（
4
8
）
か
す
↓
数
（
謂
・
神
）
（
4
9
）
き

　
　
　

た

れ

る
↓
き
た
れ
（
宮
）
来
る
（
神
）
（
5
0
）
春
の
ひ
の
↓
春
の
日
の
（
宮
・
神
）

　

　

　

（
5
1
）
し
つ
の
お
の
↓
し
つ
の
を
の
（
謂
）
し
つ
の
男
の
（
神
）
（
5
2
）
ひ
く
し
め
な

　
　
　

は

の

う
ち
↓
引
し
め
縄
の
打
（
神
）
（
5
3
）
い
と
な
み
た
つ
る
↓
い
と
な
み
た
る
つ

　
　
　
票
き
（
紗
誘
剴
ぎ
ぴ
麓
当
㍉
嬬
祐
譜
（
璽
9
9
当
灘
封

　
　
　
　
（
神
）
（
5
9
）
あ
ふ
さ
か
や
ま
↓
あ
ふ
さ
か
山
（
為
）
あ
ふ
た
か
山
（
宮
）
あ
ふ
坂

　
　
　

や

ま
（
神
）
（
6
0
）
あ
し
↓
足
（
神
）
（
6
1
）
こ
ま
↓
駒
（
神
）
◎
み
つ
か
ら
↓
て

　
　
　

つ
か

ら
（
講
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
い

か
に

い

は
ん

や
、
山
人
の
ね
る
や
ね
り
そ
の
て
も
た
ゆ
く
、
ち
か
ら
を

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
り

つ
く
せ
る
た
き
木
に
て
、
こ
れ
を
い
と
な
み
月
の
夜
こ
ろ
は
い
ね
も
せ
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

ら
く
い
と
な
め
る
し
ほ
か
ま
の
ゆ
く
ゑ
な
と
を
お
も
ふ
に
、
な
み
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
（
9
）

と
s
ま
ら
す
お
ほ
え
て
、
我
こ
れ
を
く
ひ
て
、
け
ふ
そ
の
経
そ
の
伝
を
ひ
ら

　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
（
－
o
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

き
て
、
柳
心
を
s
こ
し
つ
。
こ
の
功
徳
を
は
あ
ま
ね
く
わ
か
ち
て
、
こ
の
い

と
な
み
の
人
々
に
ほ
と
こ
す
な
と
思
ひ
ゐ
て
侍
そ
か
し
。
し
か
あ
る
に
、
は
s

　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

か

り
な
く
い
た
は
り
な
く
パ
い
み
し
く
お
ほ
く
Σ
ひ
て
し
は
て
に
は
、
こ
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

し
ち
ら
し
な
と
せ
ん
事
、
そ
の
つ
み
い
か
は
か
り
そ
や
。
ね
か
は
く
は
帳
の

　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
（
を
）
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ほ

か
を
い
て
す
、
し
と
ね
の
う
へ
お
く
た
ら
す
い
ま
そ
か
ら
ん
あ
た
り
に
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
9
）

け

に

と
お
ほ
し
と
か
め
さ
せ
た
ま
は
s
、
功
徳
に
や
侍
。
さ
れ
は
も
ろ
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

に

は
、
い
か
な
る
も
の
s
ひ
め
君
も
、
く
ひ
も
の
な
と
し
と
け
な
け
に
く
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ら
し
な
と
は
ゆ
め
く
せ
す
。
よ
に
う
た
て
き
事
に
な
ん
申
侍
し
也
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
（
2
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
お
　

の

国
は
い
か
に
な
ら
は
し
た
り
け
る
事
や
ら
ん
。
は
や
く
せ
に
な
り
に
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

は
、
あ
ら
た
め
か
た
か
る
へ
し
。
た
s
か
な
ひ
ぬ
へ
か
ら
ん
ほ
と
を
御
つ
ふ

　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
み
も
あ
れ
か
し
。
仏
の
こ
の
一
り
う
の
よ
ね
を
思
は
か
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
の

こ
う

　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
（
3
4
）

を

も
ち
ゐ
た
り
と
お
ほ
せ
ら
れ
、
龍
樹
菩
薩
の
こ
れ
を
は
か
り
お
も
ふ
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

食
は
す
く
な
け
れ
と
も
あ
せ
は
お
ほ
し
と
の
た
ま
へ
る
、
あ
は
れ
に
こ
そ
侍

れ
。〔校

異
〕
（
1
）
て
も
↓
手
も
（
神
）
（
2
）
ち
か
ら
を
↓
ち
か
ら
お
（
為
）
ち
か
ら
き
（
類
）

　
　
　

（
3
）
た
き
木
↓
焼
木
（
神
）
（
4
）
こ
れ
↓
是
（
神
）
（
5
）
し
ほ
か
ま
の
ゆ
く
ゑ
↓
塩

竈
の
行
ゑ
（
神
）
（
6
）
な
み
た
↓
涙
（
神
）
（
7
）
く
ひ
て
↓
食
て
（
神
）
（
8
）
そ

の
↓
其
（
神
）
（
9
）
そ
の
伝
↓
其
伝
（
宮
）
（
1
0
）
心
を
s
こ
し
↓
心
お
」
こ
し
（
為
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

心
を
お
こ
し
（
講
・
神
）
（
H
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
1
2
）
は
s
か
り
↓
悼
（
神
）

（
1
3
）
お
ほ
く
入
ひ
て
し
↓
お
ほ
く
く
ひ
て
し
（
謂
・
類
・
版
）
お
ほ
く
ら
ひ
て
し

（宮
）
お
ほ
く
食
て
（
神
）
（
1
4
）
つ
み
↓
罪
（
神
）
（
1
5
）
帳
の
ほ
か
を
い
て
す
↓
帳

の
外
を
出
す
（
神
）
（
1
6
）
う
へ
お
↓
う
へ
を
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
⑰
あ
た

り
に
て
↓
あ
た
り
ま
て
（
為
）
（
1
8
）
た
ま
は
s
↓
給
は
（
神
）
⑲
功
徳
に
や
侍
↓
功

徳
に
や
侍
ら
ん
（
神
・
版
）
侍
ら
ゆ
（
類
）
類
「
ゆ
」
の
傍
に
「
ん
カ
」
と
記
す

（
2
0
）
ひ
め
↓
姫
（
神
）
（
2
1
）
く
ひ
も
の
↓
食
物
（
神
）
（
2
2
）
よ
↓
世
（
神
）
（
2
3
）

こ
の
国
↓
此
国
（
神
）
（
2
4
）
や
ら
ん
↓
や
覧
（
為
・
宮
）
（
2
5
）
せ
↓
世
（
類
）
（
2
6
）

た

s
↓
唯
（
神
）
（
2
7
）
御
つ
s
し
み
も
↓
御
つ
s
し
み
（
譜
・
神
・
類
・
版
）
（
2
8
）

こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
9
）
一
り
う
↓
い
ち
り
う
（
謂
・
類
・
版
）
一
粒
（
神
）
（
3
0
）

思
は

か

る
に
↓
思
ひ
は
か
る
に
（
宮
・
神
）
思
は
る
s
に
（
類
）
（
3
1
）
百
の
こ
う

↓
百
の
功
（
神
）
（
3
2
）
も
ち
↓
持
（
神
）
（
3
3
）
菩
薩
↓
菩
碓
（
為
）
井
（
宮
・
謂
・

神
）
（
3
4
）
こ
れ
↓
是
（
神
）
（
3
5
）
す
く
な
け
れ
と
も
↓
す
く
な
く
共
（
神
）
（
3
6
）
の

た

ま
へ
る
↓
の
た
ま
へ
る
も
（
神
）
（
3
7
）
こ
そ
↓
社
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
）
　
　
　
　
　
　
（
お
）

　
十

四
、
常
陸
国
の
お
と
こ
心
を
・
こ
し
て
山
に
い
る
事

　
　
（
1
）
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
中
比
、
常
陸
国
に
い
ふ
か
ひ
な
き
あ
や
し
の
男
あ
り
け
り
。
春
に
て
侍
け

る
な
め
⑲
・
田
か
へ
し
に
な
ん
ま
か
れ
り
け
る
ピ
れ
い
ピ
り
も
け
に
す
き

　
　
　
　
（
7
＞
　
〔
8
）
　
　
　
⑨
（
1
0
）
　
〔
へ
ニ
ー
－
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
日
も
く
れ
な
く
に
い
ゑ
に
か
へ
り
き
に

い

り
ぬ
へ
く
お
ほ
え
け
れ
は
、

　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

け

り
。
め
な
り
け
る
女
、
い
か
に
と
s
か
む
れ
は
、
さ
れ
は
こ
そ
、
け
ふ
は

　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

い

か
に

侍
や
ら
ん
、
も
の
s
く
ひ
た
く
て
よ
は
く
し
く
お
ほ
ゆ
れ
は
き
た

　
（
1
6
）
　
⑰
（
1
8
）
（
1
9
）

る
也
。
な
に
」
て
も
物
よ
う
せ
よ
。
く
は
む
と
い
ふ
。
こ
の
女
、
お
も
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
（
2
4
）

　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
〔
へ
）
〔
2
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
け
に
く
s
い
ら
ゑ
て
、
さ
ら
は
火
ふ
き
て
た
き
つ
け
よ
と
い
ふ
。
男
火
を

　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
て
（
2
7
）
　
　
　
（
2
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ふ
き
け
る
に
、
え
な
ん
ふ
き
つ
け
を
わ
つ
ら
ひ
け
る
を
、
こ
の
女
、
あ
な
に

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

く
の
か
た
い
や
。
ふ
か
く
の
も
の
は
と
て
、
は
き
も
の
し
て
か
ほ
を
ふ
み
た

　
　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

り
け
る
。
こ
の
男
、
と
は
り
た
め
ら
ひ
て
、
や
を
ら
は
ひ
か
く
れ
ぬ
。
さ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

も
の
し
て
か
ほ
s
ふ
ご
＼
か
し
こ
た
つ
ね
け
れ
と
、
さ
ら
に
な
し
。
人
々
も

　
　
（
3
8
）
　
“
“
　
、
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
（
4
0
）
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

き
s
あ
や
し
む
ほ
と
に
、
と
し
な
か
は
か
り
へ
て
、
隣
の
さ
と
の
も
の
、
な

　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

す
へ
き
事
あ
り
て
ふ
か
き
山
に
い
り
た
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
男
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
つ
か
ら
ゆ
き

　
〔
4
7
）
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

あ
ひ
ぬ
。
あ
な
あ
さ
ま
し
。
い
ま
し
け
る
は
と
い
へ
は
、
そ
の
事
也
。
し
か
く

　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

め
の

女
の

あ
た
り
侍
し
に
、
道
心
の
お
こ
り
て
、
も
の
ほ
し
と
思
ひ
て
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
（
5
6
）

み
て

き
た
る
か
ひ
も
な
く
、
は
け
く
と
あ
た
り
し
に
、
ま
し
て
し
た
る
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

も
な
く
て
、
あ
の
よ
に
て
お
に
ム
つ
ら
ふ
ま
れ
ん
事
こ
そ
か
な
し
く
あ
ち
き

二
三
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二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ね

り
て
僧
あ
ひ
く
し
て
ゆ
き
ぬ
。
か
し
ら
そ
り
、
か
ひ
た
も
ち
な
と
し
て
、
あ

亮
衣
や
う
ー
の
も
の
け
崇
と
よ
う
躍
た
り
け
れ
ピ
よ
ふ
と
㌍
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
）
（
3
3
）

そ
き
て
、
や
か
て
お
く
さ
ま
に
ゆ
き
か
く
れ
ぬ
。
さ
ま
く
く
い
物
な
と
も

　
（
3
4
）
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

た

せ
て

ゆ

き
た
り
け
れ
と
も
、
ふ
つ
に
め
も
み
い
れ
す
、
人
に
も
な
に
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

　
　
（
3
7
）

と
い
ふ
哩
な
辻
三
の
・
ち
と
し
こ
ろ
あ
り
て
、
人
に
三
蕩
ひ
た
略

れ

と
も
、
と
り
な
と
ψ
『
う
に
て
ち
（
⑳
く
誌
よ
ら
ね
は
、
も
の
な
と
い
ひ
か

た

ら
ふ
に
も
お
よ
は
す
と
な
ん
。
つ
い
に
は
い
か
二
な
り
侍
に
け
ん
、
あ
は

れ
に
お
ほ

つ
か
な
く
こ
そ
。

〔
校
異
〕
（
1
）
か
み
↓
髪
（
神
）
（
2
）
す
て
」
↓
捨
て
（
神
）
（
3
）
は
へ
る
↓
侍
る
（
宮
．

　
　
　

神
）
④
か
ん
そ
り
↓
は
ん
そ
り
（
神
・
類
・
版
）
（
5
）
思
↓
思
ふ
（
神
）
（
6
）
そ

　
　
　

う
↓
僧
（
神
・
類
・
版
）
（
7
）
き
こ
ゑ
↓
き
こ
え
（
謂
・
神
・
類
．
版
）
（
8
）
さ

　
　
　

て
↓
扱
（
神
）
（
9
）
く
ひ
も
の
↓
食
物
（
神
）
（
1
0
）
を
り
↓
お
り
（
宮
．
課
．
類
．

　
　
　

版
）
折
（
神
）
（
1
1
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
1
2
）
石
に
な
と
に
て
↓
石
に
な
と
（
宮
）

　
　
　

石
な
と
に
て
（
讃
・
神
・
類
・
版
）
（
1
3
）
う
ち
↓
打
（
神
）
（
1
4
）
う
ゑ
に
↓
う
へ

　
　
　

に

（謂
・
類
・
版
）
飢
に
（
神
）
（
1
5
）
こ
と
↓
事
（
宮
・
神
）
（
1
6
）
を
り
↓
折
（
宮
）

　
　
　

お

り
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
7
）
ふ
き
↓
吹
（
宮
・
神
）
（
1
8
）
こ
の
は
↓
こ
の
葉

　
　
　

（為
・
宮
）
木
葉
（
謂
）
木
の
葉
（
神
）
（
1
9
）
か
は
り
ゆ
く
↓
替
り
行
（
神
）
⑳

　
　
　

と
き
に
て
↓
と
に
て
（
神
）
（
2
1
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
2
2
）
さ
と
に
ゆ
き
↓
里
に
行

　
　
　

（神
）
（
2
3
）
そ
の
↓
其
（
宮
）
（
2
4
）
い
ひ
↓
云
（
神
）
（
2
5
）
か
ひ
た
も
ち
↓
戒
た

　
　
　
も
ち
（
神
）
（
2
6
）
あ
さ
↓
麻
（
神
）
（
2
7
）
け
さ
↓
袈
裟
（
神
）
（
2
8
）
よ
う
い
↓
用

　
　
　

意
（
神
）
⑳
し
た
り
け
れ
は
↓
し
た
り
こ
れ
は
（
譜
）
⑳
よ
」
と
↓
よ
く
と
（
課
．

　
　
　

神
・
類
・
版
）
⑳
お
く
さ
ま
↓
奥
山
（
神
）
（
3
2
）
ゆ
き
↓
行
（
神
）
（
3
3
）
く
い
物

　
　
　
↓
く
ひ
物
（
課
・
類
・
版
）
食
物
（
神
）
（
3
4
）
も
た
せ
↓
持
せ
（
神
）
（
3
5
）
ゆ
き

　
　
　
↓
往
（
神
）
（
3
6
）
と
も
↓
共
（
神
）
（
3
7
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
3
8
）
そ
の
s
ち
↓
其

　
　
　
後
（
神
）
（
3
9
）
と
し
こ
ろ
あ
り
↓
と
し
比
有
（
神
）
⑳
と
あ
ひ
た
り
け
れ
と
も
↓
度

　
　
　

逢
て
侍
れ
と
も
（
神
）
（
4
1
）
と
り
↓
鳥
（
神
）
（
4
2
）
も
の
↓
物
（
神
）
（
4
3
）
い
ひ

　
　
　
↓
云
（
神
）
（
4
4
）
お
よ
は
す
↓
を
よ
は
す
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
⑮
つ
い
に
は
↓
へ

　
　
　

い

に
は

（章
ユ
＝
口
）
終
に
は
（
神
）
つ
ゐ
に
は
（
類
・
版
）

十
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
）

す
る
か
の
国
う
つ
の
山
に
い
ゑ
ゐ
せ
る
僧
事

　
む
け
に
ち

か
き
事
に
や
。
す
る
か
の
国
う
つ
の
山
に
、
そ
こ
と
も
な
く
さ

す

ら
ひ
あ
り
く
艀
あ
％
け
り
。
つ
ね
臨
が
や
し
麺
漉
し
石
こ
も
か
た
く
と
、

　
（
6
）
　
　
　
　
（
7
）
　
　
　
（
8
）

つ
ち

に
て

つ
く
り
た
る
な
へ
や
い
と
き
た
な
け
な
る
お
け
、
ひ
さ
こ
な
と
か

　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
（
1
2
）

たく
と
、
し
と
け
な
け
に
に
な
ひ
て
そ
あ
り
け
る
。
さ
て
、
ゆ
き
と
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

所
に
て
、
む
し
ろ
、
こ
も
め
く
り
に
ひ
き
ま
は
し
て
、
さ
る
へ
き
や
う
に
い

（
へ
）
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　

ゑ

ゐ
し
つ
ら
ひ
て
、
も
の
し
て
く
ひ
な
と
し
け
る
。
つ
ね
に
は
そ
の
さ
と
の

　
　
　
（
1
8
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

も
の
と
も
に
つ
か
は
れ
て
、
ひ
ん
く
な
る
事
を
は
い
み
し
く
心
し
て
し
け
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（
2
1
）

れ

は
、
ひ
ん
き
房
と
そ
名
つ
け
た
り
け
る
。
た
s
の
乞
食
な
と
は
さ
す
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

お

ほ

え
す
、
お
も
へ
る
所
あ
る
よ
し
に
な
ん
み
え
け
る
。
あ
る
人
た
つ
ね
ゆ

　
（
2
5
レ

　
　
　
　
（
2
6
）

　
　
　

さ
て
も
僧
の
ま
ね
か
た
に
て
か
く
は
侍
、
と
ま
め
や
か
に
い
か
に
し

き
て

　
　
　
　
　
　
　
㊨

て

世

を
い
つ
へ
し
と
も
お
ほ
え
侍
ら
す
。
ま
こ
と
s
お
ほ
し
さ
た
め
た
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

道
、
ひ
と
つ
を
し
へ
給
へ
と
い
ひ
け
れ
は
、
れ
い
の
に
な
ひ
た
る
も
の
う
ち

　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に

な
ひ
て
、
た
ち
う
ら
む
、
く
ら
う
ら
む
、
は
ら
ま
き
う
ら
ん
、
よ
う
ひ
う

　
　
　
　
（
3
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ら
ん
と
い
ひ
て
そ
た
ち
け
る
。
さ
て
、
こ
の
人
さ
う
け
給
ぬ
し
な
く
の
も

　
（
3
5
）
（
3
6
）
（
3
7
）
　
　
　
　
（
路
）

の

を
う
り
て
も
、
せ
ん
は
身
を
や
し
な
ふ
を
ほ
い
と
す
る
事
な
れ
は
、
い
つ

　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

れ
の
お

こ
な
ひ
に
て
も
、
よ
く
た
に
せ
は
後
せ
を
と
り
て
ん
す
る
そ
ほ
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

る
へ
き
と
、
の
た
ま
は
す
る
に
こ
そ
侍
な
れ
。

〔校
異
〕
①
さ
す
ら
ひ
あ
り
く
↓
さ
そ
ら
ひ
あ
り
く
（
神
）
さ
そ
ひ
あ
り
く
（
類
・
版
）
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　

あ
り
↓
有
（
宮
・
神
）
（
3
）
つ
ね
は
↓
常
に
は
（
神
）
（
4
）
あ
や
し
き
↓
あ
や
し

　
　
　

の

（
諸
本
）
（
5
）
む
し
ろ
↓
莚
（
神
）
（
6
）
つ
ち
↓
土
（
神
）
（
7
）
つ
く
り
↓
作

　
　
　

り
（
神
）
（
8
）
な
へ
↓
鍋
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
9
）
や
い
と
き
た
な
け
な
る
お

　
　
　

け
、
ひ
さ
こ
な
と
か
た
く
と
↓
欠
文
（
神
）
（
1
0
）
に
な
ひ
↓
荷
ひ
（
神
）
（
1
1
）

　
　
　

あ
り
↓
有
（
宮
）
（
1
2
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
1
3
）
ひ
き
↓
引
（
神
）
（
1
4
）
い
ゑ
↓
家

　
　
　
　
（
神
）
（
1
5
）
し
つ
ら
ひ
て
↓
し
つ
s
ひ
て
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
1
6
）
く
ひ
↓
食

　
　
　
　
（
神
）
（
1
7
）
つ
ね
↓
常
（
神
）
（
1
8
）
も
の
と
も
↓
者
共
（
神
）
（
1
9
）
ひ
ん
く
↓
ひ

　
　
　

ん

く
（
類
）
⑳
心
し
て
↓
心
え
て
（
課
・
神
・
類
・
版
）
（
2
1
）
名
つ
け
た
り
け
る

　
　
　

↓
つ
け
た
り
け
る
（
謂
・
類
・
版
）
◎
）
あ
る
よ
し
に
↓
あ
る
に
し
に
（
讃
・
神
・

　
　
　

類
・
版
）
（
2
3
）
み
え
↓
み
へ
（
為
・
宮
）
見
え
（
神
）
（
2
4
）
あ
る
↓
有
（
神
）
（
2
5
）

　
　
　

た

つ
ね
ゆ
き
て
↓
尋
ね
往
て
（
神
）
（
2
6
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
㊨
い
つ
へ
し
↓
い
つ

　
　
　

く
し
（
章
’
言
口
）
（
2
8
）
い
ひ
↓
云
（
謂
）
（
2
9
）
れ
い
↓
例
（
神
）
（
3
0
）
う
ち
に
な
ひ
↓
打

　
　
　

荷
ひ
（
神
）
⑳
よ
う
ひ
↓
よ
う
つ
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
2
）
い
ひ
↓
云
（
謂
）

　
　
　

（
3
3
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
⑭
さ
う
け
給
ぬ
↓
ま
う
け
給
ぬ
（
諌
・
神
・
類
・
版
）
（
3
5
）

　
　
　

し
な
く
の
も
の
を
↓
品
々
の
も
の
（
神
）
（
3
6
）
を
↓
お
（
為
）
（
3
7
）
う
り
↓
売
（
神
）

　
　
　

（
3
8
）
せ
ん
↓
せ
む
（
類
・
版
）
（
3
9
）
お
こ
な
ひ
↓
を
こ
な
ひ
（
類
）
（
4
0
）
後
せ
↓
後

　
　
　

世
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
1
）
ほ
い
↓
ほ
ひ
（
類
）
（
4
2
）
の
た
ま
は
す
る
に

　
　
　

こ
そ
↓
の
た
ま
は
す
る
に
と
そ
（
類
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）
　
　
　
（
↓

　

し
か
は
あ
れ
と
、
を
こ
な
ひ
や
す
く
て
、
し
か
も
は
や
く
世
を
い
つ
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の

き
か
ま
ほ
し
く
侍
そ
と
い
ひ
け
れ
と
、
や
か
て
も
の
に
な
ひ
て
お
く
さ
ま

（
へ
）
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
（
お
）
　
　
　
　
（
7
）

ゑ
い
り
に
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
人
、
何
事
を
こ
そ
と
り
わ
き
そ
の
を
こ
な
ひ
と
み
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
へ
＝
8
）
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
（
1
0
）

る
事
な
く
そ
侍
け
る
。
あ
る
と
き
は
人
の
い
ゑ
に
も
あ
り
。
或
時
は
木
の
し

　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
　
　
（
を
）
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

た

に

も
ゐ
け
り
。
そ
の
お
は
り
に
は
、
こ
の
ほ
と
な
や
ま
し
く
お
ほ
え
侍
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

は

と
て
、
人
の
も
と
を
い
て
x
つ
ね
の
山
の
こ
か
け
に
ゆ
き
て
、
二
日
は
か

（

1
8
）
（
1
9
）
　
　（

2
0
）
　

⑳
（
2
2
）
　
（
2
3
）

り
あ
り
て
、
西
に
む
か
ひ
て
そ
し
に
た
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
人
の
す
み
所
こ
そ
あ

　
　
　
　
　
（
え
）
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
（
2
7
）

は
れ

に

き
こ
ゑ
侍
れ
。
つ
た
の
下
道
心
ほ
そ
く
L
ら
か
り
て
、
を
り
に
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
（
2
9
）
　
　
（
3
0
）

つ

s
い
か
に
す
み
わ
た
り
侍
け
ん
。
昔
み
し
人
も
さ
た
め
て
あ
ひ
け
ん
も
の

　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

を
、
お
も
ひ
を
く
ふ
し
な
く
は
、
せ
う
そ
こ
す
る
事
も
あ
ら
し
と
あ
は
れ
也
。

〔校
異
〕
（
1
）
を
こ
な
ひ
↓
お
こ
な
ひ
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
2
）
い
ひ
け
れ
と
↓
い

　
　
　

ひ

け
れ
は

（宮
）
（
3
）
も
の
に
な
ひ
↓
物
荷
ひ
（
神
）
（
4
）
ゑ
↓
へ
（
謂
・
神
・

　
　
　

類
・
版
）
（
5
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
6
）
と
り
わ
き
↓
と
り
わ
き
て
（
類
）
（
7
）
を

　
　
　

こ
な
ひ
↓
お
こ
な
ひ
（
為
・
宮
・
謂
・
神
・
版
）
（
8
）
い
ゑ
↓
家
（
神
）
（
9
）
あ

　
　
　

り
↓
有
（
神
）
（
1
0
）
或
時
↓
あ
る
と
き
（
課
・
類
・
版
）
あ
る
時
（
神
）
（
1
1
）
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　

た
↓
下
（
神
）
（
1
2
）
ゐ
け
り
↓
ゐ
け
れ
（
為
）
（
1
3
）
お
は
り
↓
を
は
り
（
謂
）
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　

り
（
神
）
（
1
4
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
1
5
）
い
て
Σ
↓
出
て
（
神
）
（
1
6
）
つ
ね
↓
常
（
神
）

　
　
　

（
1
7
）
こ
か
け
↓
木
か
け
（
謂
・
神
）
（
1
8
）
は
か
り
↓
計
（
神
）
（
1
9
）
あ
り
↓
有
（
神
）

　
　
　

（
2
0
）
む
か
ひ
て
そ
↓
向
て
そ
（
諌
）
⑳
し
に
た
り
け
る
↓
終
り
に
き
（
神
）
（
2
2
）

　
　
　

こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
3
）
す
み
↓
住
（
神
）
（
2
4
）
き
こ
ゑ
↓
き
こ
え
（
謂
・
神
・
類
・

　
　
　

版
）
（
2
5
）
下
↓
し
た
（
為
・
宮
）
（
2
6
）
s
（
く
）
ら
か
り
↓
闇
か
り
（
神
）
（
2
7
）

　
　
　

を
り
↓
お
り
（
宮
・
謂
・
類
・
版
）
折
（
神
）
⑳
侍
け
ん
↓
侍
ら
む
（
神
）
侍
け

　
　
　

む
（
類
・
版
）
（
2
9
）
昔
↓
む
か
し
（
謂
・
類
・
版
）
（
3
0
）
み
し
人
↓
見
し
人
（
謂
）

　
　
　

（
3
1
）
お
も
ひ
↓
思
ひ
（
宮
）
（
3
2
）
あ
は
れ
↓
哀
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

　
十
六
、
下
野
守
義
朝
の
郎
等
の
心
を
・
こ
す
事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
：
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
中
比
、
四
郎
入
道
と
て
こ
」
か
し
こ
お
か
み
あ
り
く
も
の
あ
り
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

下
野
守
義
朝
の
郎
等
な
り
け
り
。
む
ら
な
き
か
う
の
も
の
に
て
そ
あ
り
け
る
。

　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

つ
み
の

ほ

と
を
お
も
ふ
に
、
き
も
ま
と
ひ
む
ね
つ
ふ
れ
て
、
に
は
か
に
お
の

　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

か
み

ち
を
あ
ら
た
め
て
ほ
た
い
に
な
ん
お
も
む
き
に
け
る
。
出
家
の
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
を
）
（
1
1
）
　
（
1
2
）

し
ほ
た
ち
、
五
こ
く
を
た
ち
て
、
い
と
わ
た
の
け
を
き
す
、
夏
冬
お
わ
か
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

か
き
の
あ
さ
の
こ
そ
て
の
あ
は
せ
た
る
を
一
な
ん
き
た
り
け
る
。
あ
や
し
の

　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ら
う
れ
う
と
お
ほ
し
く
て
、
そ
は
む
き
の
こ
の
あ
ら
s
か
な
る
を
そ
た
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

へ
た

る
。
む
ま
の
な
か
は
は
か
り
に
た
s
一
度
そ
れ
を
く
ひ
て
、
の
ち
は
ま

（

1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

た
な
に
わ
さ
も
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
の
み
は
そ
は
む
き
の
こ
も
い
か
て
か
あ
る
と
人
の

　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
（
2
4
）

い
ひ

け
れ
は
、
な
き
時
は
せ
り
を
つ
み
て
く
ひ
、
ま
た
松
ノ
葉
を
く
ひ
て
さ

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幻
）

て

こ
そ
は
あ
れ
と
そ
い
ひ
け
る
。
さ
て
、
夏
冬
の
か
は
る
に
は
、
き
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぴ
）
　
　
（
2
9
）

い

か
て

お

な
し
さ
ま
に
て
は
と
ふ
ひ
け
れ
は
、
こ
の
ち
か
こ
ろ
よ
り
は
、
身

　
　
（
へ
）
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

の

う
ゑ
に
か
せ
の
わ
た
る
も
い
と
さ
む
く
も
お
ほ
え
す
、
日
の
て
る
も
事
い

　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
芭

た

く
も
お
ほ
え
す
。
ゆ
な
と
あ
み
侍
も
、
あ
つ
き
も
ぬ
る
き
も
い
と
さ
た
か

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

に

も
お
ほ
え
ぬ
也
と
そ
い
ひ
け
る
。
ま
こ
と
に
そ
の
さ
ま
た
x
ほ
ね
と
か
は

二
五
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と
に
そ
み
え
け
㍗
し
あ
嶋
は
や
身
に
し
む
煮
ぴ
㌻
あ
ら
烈
塔

て
、
ふ
か
き
山
に
入
て
つ
は
木
の
み
を
と
り
て
あ
ふ
ら
に
し
ほ
り
て
、
た
う

と
き
山
煽
で
ら
く
に
た
て
ま
つ
顯
ピ
お
こ
な
ひ
に
て
侍
と
そ
い
ひ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
（
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぷ
ね

　
　
　
　
　

人
み
な
あ
は
れ
み
て
、
さ
ま
く
な
さ
け
義
た
り
け
れ
と
、
ゑ
さ
す
る
誌
）

の

な
と
は
ふ
つ
に
え
す
な
ん
侍
け
る
。
つ
ね
に
さ
た
め
た
る
所
は
、
宇
治
の

ぞ
は
に
た
は
ら
と
い
藷
と
そ
・
そ
の
よ
は
ひ
矩
＋
は
か
鵬
そ
峰
け

⑭
・〔校

異
〕
（
1
）
お
か
み
↓
拝
み
（
神
）
（
2
）
あ
り
け
り
↓
有
け
り
（
神
）
（
3
）
か
う
の
も
の

　
　
　

↓
か
う
の
物
（
軍
言
）
（
4
）
あ
り
け
る
↓
有
け
る
（
宮
・
神
）
（
5
）
つ
み
↓
罪
（
神
）

　
　
　

（
6
）
お
も
ふ
↓
思
ふ
（
神
）
（
7
）
に
は
か
に
↓
俄
に
（
謹
・
神
）
（
8
）
お
の

　
　
　

か
み

ち
↓
を
の
か
み
ち
（
謂
・
類
・
版
）
を
の
か
道
（
神
）
（
9
）
ほ
た
い
↓
菩

　
　
　
提
（
神
）
（
1
0
）
お
も
む
き
↓
を
も
む
き
（
謹
）
（
1
1
）
夏
冬
お
↓
夏
冬
を
（
宮
．
諏
．

　
　
　

神
・
類
・
版
）
（
1
2
）
わ
か
す
↓
分
す
（
神
）
（
1
3
）
一
な
ん
↓
一
ツ
な
ん
（
神
）
（
1
4
）

　
　
　

ら
う
れ
う
↓
根
料
（
神
「
ラ
ウ
レ
ウ
」
と
傍
記
）
謂
・
版
「
根
料
」
と
傍
記
（
1
5
）

　
　
　

そ
は
む
き
の
こ
↓
蕎
麦
の
粉
（
神
）
謹
・
版
「
蕎
麦
の
粉
」
と
傍
記
（
1
6
）
く
ひ
て

　
　
　

↓
食
て
（
神
）
（
1
7
）
の
ち
は
ま
た
↓
後
は
又
（
神
）
（
1
8
）
そ
は
む
き
の
こ
↓
そ
は

　
　
　

む
き
の
粉
（
神
）
（
1
9
）
あ
る
と
人
の
↓
あ
る
と
s
ひ
と
の
（
為
）
あ
る
と
ひ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
　

（宮
）
（
2
0
）
い
ひ
↓
云
（
神
）
（
2
1
）
せ
り
を
つ
み
て
↓
せ
り
お
つ
み
て
（
為
）
せ

　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
り
を
つ
み
。
（
神
）
（
2
2
）
ま
た
↓
又
（
神
）
（
2
3
）
松
ノ
葉
↓
松
の
葉
（
宮
．
神
）
松

　
　
　
の

は

（諏
・
類
・
版
）
（
2
4
）
く
ひ
て
↓
食
て
（
神
）
⑳
さ
て
こ
そ
は
あ
れ
↓
拐
こ

　
　
　
そ
は
哀
（
神
）
（
2
6
）
さ
て
↓
扱
（
神
）
（
2
7
）
き
も
の
↓
着
物
（
神
）
（
2
8
）
と
ふ
ひ

　
　
　

け
れ

は
↓
と
問
け
れ
は
（
神
）
と
と
ひ
け
れ
は
（
類
・
版
）
（
2
9
）
こ
の
↓
此
（
神
）

　
　
　
（
3
0
）
身
の
う
ゑ
↓
身
の
う
へ
（
諏
・
神
．
類
．
版
）
（
3
1
）
か
せ
の
わ
た
る
も
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　

さ
む
く
↓
風
の
渡
る
も
い
。
さ
む
く
（
神
）
⑫
事
い
た
く
も
↓
い
と
い
た
く
も

　
　
　

（神
・
類
・
版
）
（
3
3
）
ゆ
な
と
↓
湯
な
と
（
神
）
（
3
4
）
あ
つ
き
も
↓
暑
き
も
（
謹
）

　
　
　
⑮
さ
た
か
に
も
お
ほ
え
ぬ
也
↓
さ
た
か
に
お
ほ
え
す
な
り
ぬ
（
神
）
（
3
6
）
い
ひ

　
　
　
↓
云
（
神
）
（
3
7
）
か
は
↓
皮
（
神
）
（
3
8
）
み
え
け
る
↓
見
え
け
る
（
宮
．
諏
．
神
．

　
　
　
類
・
版
）
（
3
9
）
霜
か
せ
↓
霜
風
（
神
）
⑳
つ
は
木
↓
つ
は
き
（
謂
）
御
は
木
（
類
）

　
　
　
（
4
1
）
あ
ふ
ら
↓
油
（
神
）
（
4
2
）
た
う
と
き
山
々
↓
と
う
と
き
山
々
（
神
「
と
」
に

　
　
　
「

タ
」
と
傍
記
）
た
う
と
き
や
ま
く
（
謹
・
類
・
版
）
（
4
3
）
た
て
ま
つ
る
↓
奉

　
　
　

る
（
神
）
（
4
4
）
人
み
な
↓
人
皆
（
謹
・
神
）
⑮
あ
た
り
け
れ
と
↓
あ
た
へ
け
れ
と

　
　
　
も
（
神
）
（
4
6
）
ゑ
さ
す
る
↓
え
さ
す
る
（
謁
・
神
・
類
・
版
）
（
4
7
）
つ
ね
に
↓
常

　
　
　
に

（神
）
（
4
8
）
宇
治
の
↓
う
ち
の
（
謂
）
（
4
9
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
5
0
）
そ
の
よ
は

　
　
　
ひ苫
其
齢
ひ
（
神
）
⑪
八
＋
は
か
り
。
そ
嚇
け
る
↓
八
＋
は
か
り
に
そ
侍
け

　
　
　

る
（
調
・
類
・
版
）
八
十
は
か
り
そ
侍
け
る
（
為
・
宮
）
八
十
計
に
そ
侍
け
め
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
を
ピ

　
十
七
、
稲
荷
山
の
ふ
も
と
に
日
を
・
か
み
て
涙
お
な
か
す
入
道
事

ち

か

こ
る
い
な
り
の
返
り
さ
繧
・
き
し
の
う
へ
（
ぱ
あ
や
し
の
こ
も
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
る
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

と
つ
う
ち
し
き
て
、
と
し
い
と
を
ひ
た
る
入
道
た
s
ひ
と
り
ゐ
て
、
西
に
む

二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
　
　
　
む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
。
い
か
に
と
人

か
ひ
て

ゆ
ふ
日
を
を
か
み
て
、
さ
め
く
と
な
く
あ
り
け
り

の

と
賠
が
れ
は
、
我
は
し
な
の
ふ
融
σ
た
痴
に
て
侍
し
か
、
世
中
い
と
い
た

う
あ
ち
き
な
蕎
し
か
は
・
か
く
ま
か
り
な
り
て
侍
・
み
や
・
滅
な
に
わ
さ

砥
け
嘉
よ
く
侍
と
き
㌔
誌
ー
ま
か
り
の
調
て
亀
紮
る

事
も
な
け
れ
は
、
た
ふ
あ
み
た
仏
を
た
の
み
た
て
ま
つ
り
て
、
夜
ひ
る
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

斐
む
か
へ
た
ま
へ
と
、
な
き
を
め
き
あ
っ
毅
委
ま
つ
る
よ
り
ほ
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
一
夜
う
ち
ね
ぬ
れ
は

事
な
し
。
夜
は
こ
の
し
も
な
る
人
の
あ
た
り
に
侍
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
　
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ピ

さ
ら
に
め
も
あ
は
す
。
あ
は
れ
、
よ
の
は
や
も
あ
け
て
日
の
い
て
給
へ
か
し

と
、
輪
ボ
す
か
ら
ま
ち
た
て
ま
つ
在
哩
さ
て
、
か
ね
も
う
ち
夜
も
ほ
の
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
（
峯
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

ほ

と
に
な
り
ぬ
れ
は
、
こ
の
き
し
に
ゐ
侍
て
、
東
に
む
か
ひ
て
、
は
や
日
の

い

亡隈
ま
へ
か
し
と
思
お
り
乙
芭
日
も
い
亡
蝉
や
う
く
南
に
め
く
り
給
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

は
、
そ
れ
に
し
た
か
ひ
て
ま
た
南
に
む
か
ひ
て
、
と
く
し
て
我
を
く
し
て
西

へ雍
し
ま
せ
議
か
ひ
侍
妖
か
や
躍
に
西
謡
の
埠
㌣
ら
礁

と
き
に
は
、
こ
ゑ
も
を
し
ま
す
な
か
れ
侍
て
、
我
を
す
て
s
は
い
つ
く
へ
お

は

し
ま
す
そ
と
す
ふ
ろ
に
か
な
し
く
て
、
み
と
2
凄
て
侍
し
と
㍉
）
母
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

も
の
に
ま
か
り
い
て
し
か
、
心
ほ
そ
く
し
た
は
し
く
侍
し
よ
り
は
、
猶
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
シ

ふ

へ
く
も
な
く
か
な
し
く
侍
て
、
あ
み
た
仏
い
か
に
し
た
ま
ひ
つ
る
そ
と
、

な
く
よ
り
ほ
か
の
事
な
し
。

〔校
異
〕
（
1
）
ち
か
こ
ろ
↓
近
比
（
神
）
（
2
）
返
り
さ
か
↓
返
り
坂
（
謂
）
か
へ
り
坂
（
神
）

　
　
　
（
3
）
き
し
の
う
へ
↓
岸
の
上
（
神
）
（
4
）
う
ち
し
き
て
↓
打
敷
て
（
神
）
（
5
）
と

　
　
　

し
い
と
を
ひ
た
る
↓
と
し
い
と
お
ひ
た
る
（
為
・
宮
・
諏
・
類
・
版
）
年
老
た
る

　
　
　

（神
）
（
6
）
ゆ
ふ
日
↓
夕
日
（
神
）
（
7
）
を
か
み
て
↓
お
か
み
て
（
宮
．
諏
．
神
．

　
　
　
類
・
版
）
（
8
）
あ
り
け
り
ー
着
け
り
（
神
）
（
9
）
と
ひ
↓
問
（
神
）
（
1
0
）
我
は
し

　
　
　
な
の
Σ
国
↓
し
な
の
」
国
（
宮
）
我
は
し
の
L
国
（
調
）
（
1
1
）
た
み
↓
民
（
神
）

　
　
　
（
1
2
）
い
た
う
あ
ち
き
な
う
↓
い
と
う
あ
ち
き
な
ふ
（
神
）
（
1
3
）
み
や
こ
↓
都
（
神
）

　
　
　
（
1
4
）
つ
け
て
↓
付
て
（
神
）
（
1
5
）
き
s
て
↓
聞
て
（
神
）
（
1
6
）
ま
か
り
の
ほ
り
て

　
　
　
侍
↓
ま
か
り
の
ほ
り
て
侍
し
（
神
・
類
・
版
）
⑰
し
れ
る
事
↓
し
な
る
事
（
謹
）

　
　
　
知
事
（
神
）
し
る
事
（
類
・
版
）
（
1
8
）
あ
み
た
仏
を
↓
阿
弥
陀
仏
（
神
）
（
1
9
）
た

　
　
　
の

み
た
て

ま
つ
り
て
↓
た
の
み
奉
る
也
（
神
）
（
2
0
）
ひ
る
↓
昼
（
神
）
（
2
1
）
む
か

　
　
　

へ
た

ま
へ
↓
む
か
へ
迎
へ
給
へ
（
神
）
（
2
2
）
た
て
ま
つ
る
↓
奉
る
（
神
）
（
2
3
）
ほ

　
　
　
か
の
事
↓
外
の
事
（
神
）
ほ
か
の
こ
と
（
類
・
版
）
（
2
4
）
こ
の
し
も
な
る
人
の
あ

　
　
　

た

り
に
↓
此
下
な
る
あ
た
り
に
（
神
）
（
2
5
）
侍
か
↓
侍
る
（
神
・
類
・
版
）
（
2
6
）

　
　
　
う
ち
ね
ぬ
れ
↓
打
ぬ
れ
（
神
）
（
2
7
）
さ
ら
に
↓
更
に
（
神
）
（
2
8
）
あ
は
れ
↓
哀
（
神
）

　
　
　
（
2
9
）
よ
の
は
や
も
↓
夜
の
は
や
も
（
為
・
宮
）
よ
の
は
や
と
（
諏
）
よ
の
は
や
く

　
　
　

（神
・
類
・
版
）
（
3
0
）
あ
け
て
↓
明
て
（
神
）
（
3
1
）
日
の
い
て
給
へ
↓
日
の
い
て

　
　
　

た

ま
へ
（
為
・
宮
）
日
の
出
給
（
神
）
（
3
2
）
夜
↓
よ
（
神
）
（
3
3
）
ま
ち
た
て
ま
つ
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る
↓
待
奉
る
（
神
）
（
3
4
）
な
り
ぬ
れ
は
↓
成
ぬ
れ
は
（
諌
・
神
）
（
3
5
）
こ
の
き
し

　
　
　
↓
此
岸
（
神
）
（
3
6
）
日
の
い
て
↓
日
の
出
（
神
）
（
3
7
）
思
お
り
て
↓
思
を
り
て
（
課
）

　
　
　

（
3
8
）
日
も
い
て
s
↓
日
も
出
て
（
神
）
（
3
9
）
し
た
か
ひ
て
ま
た
↓
従
ひ
て
又
（
神
）

　
　
　
（4
0
）
か
や
う
↓
か
様
（
神
）
（
4
1
）
山
の
は
↓
山
の
端
（
神
）
（
4
2
）
給
と
き
↓
給
フ
時

　
　
　

（神
）
（
4
3
）
こ
ゑ
↓
声
（
神
）
（
4
4
）
を
し
ま
す
↓
お
し
ま
す
（
譜
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　

（
4
5
）
我
を
↓
我
（
類
）
（
4
6
）
す
て
s
は
↓
捨
て
は
（
神
）
⑰
い
つ
く
へ
↓
何
国
へ

　
　
　

（神
）
（
4
8
）
み
と
り
こ
↓
み
と
り
子
（
神
）
（
4
9
）
侍
し
と
き
↓
侍
し
時
（
為
・
宮
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か
り

　
　
　

神
）
（
5
0
）
ま
か
り
い
て
し
か
↓
り
は
猶
い
て
し
か
（
謂
）
ま
か
り
出
し
か
（
神
）

　
　
　

（
5
1
）
猶
↓
猶
々
（
神
）
（
5
2
）
あ
み
た
仏
↓
阿
み
た
仏
（
宮
）
阿
弥
陀
仏
（
神
）
（
5
3
）

　
　
　

し
た
ま
ひ
つ
る
そ
と
↓
し
た
ま
ひ
つ
る
と
そ
と
（
宮
）
し
給
ひ
つ
る
そ
と
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ベ
　

　
い

ま
も
人
の
み
給
に
、
す
こ
し
し
の
ひ
侍
ら
ん
と
つ
か
う
ま
つ
り
つ
る
か
、

　
（
2
）
　
　
　
　
　
ま
て
③
　
　
（
4
）

さ
ら
に
か
な
は
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

か

く
み
と
か
め
さ
せ
給
は
か
り
に
侍
け
る
に
こ
そ
と
そ

い
ひ

け
ゑ
・
，
ざ
て
・
こ
の
と
ふ
場
い
と
あ
は
妬
黙
で
、
．
と
き
ー
．
ぷ
窒
s

　
（
へ
）
へ
1
1
）
　

⑫
へ
1
3
）
へ
1
4
）

の

え
て
つ
か
は
し
な
と
し
け
り
。
あ
る
と
き
た
つ
ね
さ
す
れ
は
、
あ
と
か
た

（

1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
侍
（
1
8
）

も
な
し
と
な
ん
か
た
り
侍
し
。
い
と
い
た
う
あ
は
れ
に
お
ほ
え
給
。
い
と
こ

　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

ま
か
に
こ
そ
な
け
れ
と
も
、
を
の
つ
か
ら
日
想
観
に
あ
た
り
て
侍
け
る
に
ご

　
　
　
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　　
　

そ
。
あ
め
な
と
の
は
け
し
く
ふ
り
け
ん
に
、
い
か
ふ
わ
ひ
し
く
侍
け
ん
。
思

　
　
（
2
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
（
2
5
）

は
か

り
あ
る
執
こ
そ
さ
ま
く
に
な
く
さ
む
喝
誌
W
侍
れ
、
み
し
か
き
心
に

は
、
さ
ら
に
は
る
入
か
た
な
く
お
も
ひ
み
た
れ
て
こ
そ
侍
け
め
。
ま
た
、
か

　
（
鴉
）
　
　
（
へ
）
⑳
　
　
　
　
　
　
　

（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

の
人

の

行
ゑ
い
か
に
な
り
に
け
ん
、
こ
と
に
お
ほ
つ
か
な
く
侍
。
た
れ
ゆ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　

た
て

そ
め
給
ち
か
ひ
な
れ
は
か
は
、
た
の
む
人
と
御
ら
ん
し
す
く
す
へ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
（
ほ
）
　
（
3
9
）

な
れ
は
さ
た
め
て
か
の
み
く
に
ム
こ
そ
は
む
ま
れ
侍
に
け
め
。
い
と
を
し
く

　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

侍
け
る
心
か
な
。

〔校
異
〕
（
1
）
つ
か
う
ま
つ
り
つ
る
か
↓
つ
か
う
ま
つ
り
つ
る
（
類
）
（
2
）
さ
ら
に
↓
更
に

　
　
　
（神
）
③
給
ぱ
加
り
に
↓
給
ま
て
に
（
宮
・
神
・
類
・
版
）
給
さ
て
に
（
講
×
4
）

　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
こ
ぐ

　
　
　

侍
け
る
に
こ
そ
と
そ
↓
侍
け
る
に
こ
そ
と
（
神
）
（
5
）
い
ひ
け
る
↓
云
け
る
（
神
）

　
　
　

（
6
）
こ
の
と
ふ
人
↓
此
問
人
（
神
）
（
7
）
あ
は
れ
↓
哀
（
神
）
（
8
）
思
て
↓
お
も

　
　
　

ひ

て

（神
．
類
・
版
）
（
9
）
と
き
く
↓
時
々
（
神
）
（
1
0
）
も
の
↓
物
な
と
（
神
）

　
　
　

（
1
1
）
と
＼
の
え
て
↓
と
ふ
の
へ
て
（
謂
・
類
・
版
）
調
て
（
神
）
⑫
つ
か
は
し
な

　
　
　

と
し
け
り
↓
つ
か
は
し
な
と
し
け
る
（
神
）
（
1
3
）
あ
る
と
き
↓
有
時
（
神
）
或
時

　
　
　
　
（
草
ニ
コ
ロ
）
（
1
4
）
た
つ
ね
↓
尋
ね
（
神
）
（
1
5
）
あ
と
か
た
も
↓
跡
か
た
も
（
謂
・
神
）

　
　
　
（
1
6
）
い
た
う
↓
い
と
う
（
類
）
（
1
7
）
あ
は
れ
↓
哀
（
神
）
（
1
8
）
お
ほ
え
織
↓
お
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
　
　

え
侍
（
諸
本
）
（
1
9
）
こ
ま
か
に
↓
細
に
（
神
）
（
2
0
）
と
も
↓
共
（
神
）
（
2
1
）
こ
そ

　
　
　

↓
社
（
神
）
（
2
2
）
あ
あ
↓
雨
（
神
）
（
2
3
）
わ
ひ
し
く
↓
佗
し
く
（
神
）
（
2
4
）
思
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　

か

り
↓
思
ひ
は
か
り
（
神
・
類
・
版
）
（
2
5
）
な
く
さ
む
う
た
も
↓
な
く
さ
む
か
た

　
　
　

も
（
為
．
宮
．
神
．
類
・
版
）
な
く
さ
む
か
た
に
（
謂
）
（
2
6
）
さ
ら
に
↓
更
に
（
神
）

（
2
7
）
お
も
ひ
み
た
れ
て
↓
思
ひ
乱
れ
て
（
謂
・
神
）
思
ひ
み
た
れ
て
（
類
・
版
）

（
2
8
）
か
の
人
↓
彼
人
（
神
）
⑳
行
ゑ
↓
つ
ゑ
（
宮
）
（
3
0
）
な
り
に
↓
成
に
（
神
）

（
3
1
）
こ
と
に
↓
殊
に
（
神
）
（
3
2
）
た
れ
ゆ
へ
↓
た
れ
ゆ
ゑ
（
為
）
誰
ゆ
へ
（
神
）

（
3
3
）
給
ち
か
ひ
↓
給
っ
誓
（
神
）
（
3
4
）
た
の
む
人
と
↓
た
の
む
人
を
（
神
・
類
゜
版
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

（
3
5
）
御
ら
ん
↓
御
覧
（
為
．
宮
・
神
）
（
3
6
）
か
の
み
く
に
s
↓
彼
御
国
（
神
）
（
3
7
）

む
ま
れ
↓
生
れ
（
神
）
（
3
8
）
侍
に
け
め
↓
侍
り
け
あ
（
神
）
（
3
9
）
い
と
を
し
く
↓
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
る

と
お
し
く
（
講
・
類
）
⑩
侍
け
る
↓
侍
。
（
為
）
侍
人
の
（
神
）
（
4
1
）
心
か
な
↓
心
哉

（章
一
言
口
）
こ
こ
ろ
か
な
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
十

八
、
あ
や
し
の
入
道
空
也
上
人
南
無
阿
弥
陀
仏
み
か
は
の
入
道
南
無
阿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

み

た
仏
と
・
な
ふ
る
事

　
　
　
（
－
）
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）

　
中
比
、
東
の
京
に
あ
や
し
の
ま
つ
し
き
入
道
あ
り
け
り
。
す
る
わ
さ
も
侍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
6
）
　
　
（
7
）

留
黙
齢
齢
顯
随
撒
籠
翻
麟
鯵
卿
ぽ
鴎
嚥
纏
糀

申
け
る
・
後
に
は
こ
う
い
り
㌔
い
み
し
く
隻
と
く
そ
き
こ
〉
蘂
る
・
を

　
（
1
7
）
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

ひ

の

ね
ふ
り
は
や
う
さ
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜
ふ
か
く
夢
を
の
こ
し
た
る
人
々
、
ね
さ
め

　
　
　
ハ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の

と
こ
に
あ
は
れ
か
け
す
ヅ
い
ふ
事
な
し
。
語
る
と
き
は
婁
く
ら
し
う
せ

て
、
日
か
す
に
な
る
ま
て
み
え
ぬ
事
も
あ
り
。
ま
た
な
に
と
し
て
や
ら
ん
、

返
き
髭
か
ひ
あ
り
く
と
穀
あ
り
・
か
す
な
ら
ぬ
い
．
ゑ
（
⑳
）
あ
り
け
璽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
へ
に
て
、
ふ
る
わ
た
り
を
そ
む
ね
と
の
ゐ
所
に
は
し
た
り
け
る
。
め
も
こ

（
3
2
）
　
　
（
3
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨
　
　
　
（
3
5
）

も
う
せ
に
け
れ
は
、
さ
ら
也
、
な
に
N
か
は
心
の
と
ふ
ま
る
ふ
し
も
侍
ら
ん
。

　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

い

み

し
く
思
ひ
す
ま
し
て
な
ん
み
え
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

x
る
ほ
と
に
、
こ
の
人
心
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

や

ま
し
き
と
イ
誤
さ
し
い
訂
W
せ
す
、
ひ
と
り
ゐ
工
鋤
け
り
。
か
く
て
四
五

日
し
て
や
お
ら
は
ひ
い
て
ム
、
人
々
に
た
い
め
し
て
、
ま
か
り
か
く
れ
な
ん

事
の
ち
か
く
侍
れ
は
、
み
も
き
こ
妄
）
い
磁
）
み
へ
も
き
こ
ゑ
磁
ど
て
な
と
あ
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
い
ひ

つ

s
、
そ
の
辺
の
人
々
に
ふ
れ
ま
は
り
て
、
か
へ
り
て
や
か
て
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

な
く
身
ま
か
れ
り
け
り
。
わ
た
り
の
人
々
い
と
あ
は
れ
に
て
、
な
み
た
に
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ひ

け
る
と
な
ん
。
あ
は
れ
に
し
の
は
し
く
侍
り
。

〔校
異
〕
（
1
）
中
比
↓
中
こ
ろ
（
宮
）
（
2
）
東
の
京
↓
東
ノ
京
（
為
・
宮
）
（
3
）
ま
つ
し
↓
貧

　
　
　

し
（
神
）
（
4
）
あ
り
け
り
↓
有
け
り
（
宮
・
神
）
（
5
）
つ
ね
に
は
↓
常
は
（
神
）

　
　
　

（
6
）
南
天
阿
弥
陀
仏
↓
な
む
阿
み
た
仏
（
讃
）
「
元
」
は
「
無
」
（
宮
・
神
・
類
・

　
　
　

版
）
（
7
）
参
河
↓
参
河
の
（
神
）
（
8
）
南
無
阿
弥
陀
仏
↓
南
無
阿
み
た
仏
（
為
・

　
　
　

神
）
南
無
阿
み
陀
仏
（
宮
）
な
む
阿
み
た
仏
（
課
）
（
9
）
書
写
聖
↓
書
写
聖
人
（
謂
・

二
七
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神
・
類
・
版
）
（
1
0
）
南
無
↓
南
元
（
宮
）
（
1
1
）
阿
み
た
仏
↓
阿
弥
陀
仏
（
宮
．
神
）

あ
み
た
仏
（
類
）
（
1
2
）
南
無
↓
南
元
（
為
）
な
む
（
譜
）
（
1
3
）
阿
弥
陀
仏
↓
あ
み

た
仏
（
宮
）
阿
み
た
仏
（
謹
）
（
1
4
）
と
い
ふ
念
仏
↓
と
念
仏
（
課
）
と
云
念
仏
（
神
）

⑮
こ
う
い
り
て
↓
こ
う
い
か
て
（
謂
）
功
の
い
た
り
て
（
神
）
（
1
6
）
き
こ
え
↓
き

こ
ゑ
（
為
）
聞
え
（
神
）
（
1
7
）
を
ひ
の
↓
お
ひ
（
謂
）
お
ひ
の
（
類
．
版
）
（
1
8
）

ね

ふ
り
↓
寝
ふ
り
（
神
）
（
1
9
）
夢
を
↓
夢
お
（
為
）
（
2
0
）
の
こ
し
↓
残
し
（
神
）

（
2
1
）
と
こ
↓
床
（
神
）
（
2
2
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
2
3
）
あ
る
と
き
は
↓
有
時
は
（
神
）

⑳
日
か
す
に
な
る
ま
て
↓
日
数
に
な
る
ま
て
（
神
）
日
か
す
ふ
る
ま
て
（
類
）
（
2
5
）

あ
り
↓
有
（
神
）
（
2
6
）
ま
た
な
に
と
↓
又
何
と
（
神
）
（
2
7
）
返
き
て
↓
帰
り
来
て

（神
）
か
へ
り
き
て
（
類
．
・
版
）
（
2
8
）
と
き
↓
時
（
為
・
宮
・
神
）
（
2
9
）
か
す
な

ら
ぬ
い
ゑ
↓
数
な
ら
ぬ
家
（
神
）
（
3
0
）
あ
り
け
る
↓
有
け
る
（
宮
・
神
）
（
3
1
）
ふ

る
わ
た
り
を
↓
ふ
る
わ
た
り
お
（
為
）
（
3
2
）
こ
も
↓
子
も
（
宮
・
神
）
（
3
3
）
う
せ

に
↓
失
に
（
神
）
⑭
さ
ら
也
↓
さ
s
や
（
類
）
（
3
5
）
な
に
二
↓
何
に
（
神
）
（
3
6
）

思
ひ
↓
お
も
ひ
（
神
）
（
3
7
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
3
8
）
ひ
と
り
↓
独
り
（
神
）
（
3
9
）

や
お
ら
↓
や
を
ら
（
章
ニ
コ
ロ
）
（
4
0
）
は
ひ
い
て
＼
↓
は
ひ
出
て
（
神
）
（
4
1
）
た
い
め
し

て
↓
対
面
し
て
（
神
）
（
4
2
）
み
も
き
こ
ゑ
↓
み
も
き
こ
え
（
謂
．
神
．
類
．
版
）

（
4
3
）
み
へ
も
き
こ
ゑ
ん
↓
み
え
も
き
こ
え
む
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
4
）
辺
の

　
　
り

↓
辺
の
（
神
）
（
4
5
）
わ
た
り
の
人
々
↓
わ
た
り
の
人
（
神
）
（
4
6
）
あ
は
れ
に
て
↓
哀

に

（神
）
⑰
し
の
は
し
く
侍
り
↓
し
の
は
し
く
社
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　

　
十

九
、
あ
や
し
の
僧
の
宮
つ
か
へ
の
ひ
ま
に
不
浄
観
お
こ
ら
す
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
）

　
む
か

し
、
ひ
え
の
山
に
な
に
か
し
と
か
や
い
ひ
け
る
人
の
も
と
に
つ
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
リ
　
　
　
　
　
ハ
　
ニ
　
　
　
　
　
ハ
　
り

れ

け
る
中
間
僧
あ
り
け
り
。
し
う
⑩
）
た
め
に
ひ
と
誇
㌔
た
か
う
ふ
る
ま
ひ
㎎

し
。
い
み
し
く
ま
心
に
て
、
い
と
を
し
き
も
の
に
そ
お
も
は
れ
た
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

か

s
る
ほ
と
に
と
し
こ
ろ
へ
て
後
、
ゆ
ふ
く
れ
に
は
か
な
ら
す
う
せ
て
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

と
め
て
と
く
い
て
く
る
事
を
し
け
り
。
し
う
も
い
み
し
く
に
く
き
事
に
思
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
　
　
　
　
む
　

て
、
さ
か
も
と
に
ゆ
き
く
た
る
と
こ
そ
あ
め
れ
な
と
思
ひ
け
り
。
か
へ
り
た

　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
と
き
も
う
ち
し
め
り
て
、
人
に
は
か
く
し
く
を
も
て
な
と
あ
は
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
え
）
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

も
な
し
。
つ
ね
に
は
な
み
た
く
み
て
の
み
み
ゑ
け
れ
は
、
ゆ
き
か
ふ
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の

事
を
あ
き
た
ら
す
お
も
ひ
て
、
か
s
る
に
語
苛
と
そ
ゆ
頚
ぎ
な
く
、
し
う

も
人
も
思
ひ
さ
た
め
け
る
。
さ
て
、
あ
る
と
き
人
を
つ
け
て
み
せ
け
れ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ね

に

し
さ
か
も
と
を
く
た
り
て
、
れ
ん
た
い
野
に
そ
ゆ
き
に
け
る
。
こ
の
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

ひ

あ
や
し
く
、
な
に
わ
さ
そ
と
み
け
れ
は
、
あ
ち
こ
ち
わ
け
す
き
て
い
ひ
し

　
　
ハ
　

ら
す
い
ま
く
し
く
み
た
れ
た
る
死
人
の
ぞ
は
に
ゐ
て
、
め
を
と
ち
め
を
ひ

　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

ら
き
し
て
、
た
ひ
く
か
や
う
に
し
つ
s
、
こ
ゑ
も
お
し
ま
す
そ
な
き
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

夜
も
す
か
ら
か
や
う
に
し
て
、
か
ね
も
う
つ
ほ
と
に
な
り
ぬ
れ
は
、
な
み
た

二
八

超
セ
ぽ
こ
ひ
て
な
ん
返
け
玩
哩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
つ
か
ひ
お
も
は
す
に
か
な
し
く
お
ほ
え

璽
お

も
ふ
露
窃
ほ
と
は
し
ら
ね
と
轟
な
み
輪
藍
か
す
熟
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
人
あ

な
し
。
さ
て
返
き
ぬ
。
い
か
に
と
た
つ
ぬ
れ
は
、
そ
の
事
に
侍
。

や

し
く
露
ふ
か
く
し
ほ
れ
け
る
は
、
こ
と
は
り
に
そ
侍
へ
き
。
か
う
く
の

事
2
6
ず
、
は
や
う
せ
け
る
な
る
へ
し
。
い
晶
涼
工
り
の
お
こ
な
ひ
を
、

み
た

り
に
あ
や
し
の
さ
ま
に
思
ひ
け
か
し
け
る
つ
み
の
ほ
と
も
の
か
れ
か
た

己
か
芒
く
て
と
い
ひ
け
㍗
あ
る
窪
と
ろ
き
て
、
其
後
は
い
み
し
き

う
や
ま
ひ
を
い
た
し
て
、
さ
ら
に
つ
ね
の
人
に
ふ
る
ま
ひ
く
ら
へ
す
。

〔校
異
〕
（
1
）
ひ
え
の
山
↓
ひ
ゑ
の
山
（
為
・
宮
）
（
2
）
な
に
か
し
↓
何
か
し
（
神
）
（
3
）

　
　
　

い
ひ
↓
云
（
神
）
（
4
）
あ
り
け
り
↓
あ
り
（
謂
・
類
・
版
）
有
（
神
）
（
5
）
し
う

　
　
　

の
た

め
↓
主
の
為
（
神
）
（
6
）
ひ
と
事
↓
ひ
と
こ
と
（
謂
）
（
7
）
た
か
う
↓
た
か
ふ

　
　
　
　
（
神
・
類
・
版
）
（
8
）
い
と
を
し
き
も
の
に
そ
↓
い
と
お
し
き
も
の
に
そ
（
譜
．

　
　
　

類
）
い
と
お
し
き
物
に
そ
（
神
）
⑨
お
も
は
れ
た
り
け
る
↓
お
も
は
れ
け
り
（
神
）

　
　
　

（
1
0
）
と
し
こ
ろ
↓
年
比
（
神
）
（
H
）
ゆ
ふ
く
れ
↓
夕
く
れ
（
謂
）
夕
暮
（
神
）
（
1
2
）

　
　
　
　
つ
と
め
て
と
く
い
て
く
る
↓
勤
め
て
出
来
る
（
神
）
（
1
3
）
し
う
も
↓
主
（
神
）
（
1
4
）

　
　
　

さ
か
も
と
↓
坂
本
（
神
）
（
1
5
）
ゆ
き
く
た
る
と
こ
そ
↓
ゆ
き
く
た
る
に
こ
そ

　
　
　
　
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
「
神
」
の
「
こ
そ
」
は
「
社
」
と
記
す
（
1
6
）
思
ひ
↓
お
も

　
　
　

ひ

（
謂
・
類
・
版
）
思
（
神
）
（
1
7
）
か
へ
り
↓
帰
り
（
神
）
（
1
8
）
と
き
も
↓
時
も

　
　
　
　
（
神
）
（
1
9
）
は
か
く
し
く
を
↓
は
か
く
し
く
お
（
謂
・
神
．
類
．
版
）
（
2
0
）

　
　
　
　
つ
ね
に
は
な
み
た
↓
常
に
は
涙
（
神
）
（
2
1
）
み
ゑ
け
れ
は
↓
見
え
け
れ
は
（
宮
．

　
　
　

神
）
み
え
け
れ
は
（
讃
・
類
・
版
）
（
2
2
）
と
こ
ろ
↓
所
（
神
）
（
2
3
）
し
う
↓
主
（
神
）

　
　
　

（
2
4
）
さ
て
あ
る
と
き
↓
扱
有
時
（
神
）
（
2
5
）
つ
け
て
↓
付
て
（
神
）
（
2
6
）
れ
ん
た

　
　
　

い
野
↓
蓮
台
野
（
神
）
（
2
7
）
ゆ
き
に
↓
行
に
（
神
）
（
2
8
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
2
9
）

　
　
　

な
に
わ
さ
↓
何
わ
さ
（
神
）
（
3
0
）
わ
け
す
き
て
↓
分
過
て
（
謂
）
わ
け
過
て
（
神
）

　
　
　

（
3
1
）
い
ひ
し
ら
す
↓
い
い
し
ら
す
（
類
）
⑫
め
を
ひ
ら
き
し
て
↓
め
を
ひ
ら
き
祈

　
　
　

て

（謂
・
類
・
版
）
目
を
ひ
ら
き
祈
り
て
（
神
）
（
3
3
）
こ
ゑ
↓
声
（
神
）
（
3
4
）
か

　
　
　

や
う
↓
か
様
（
神
）
（
3
5
）
か
ね
も
う
つ
↓
鐘
も
打
（
神
）
（
3
6
）
な
り
↓
成
（
神
）

　
　
　

（
3
7
）
な
み
た
お
↓
な
み
た
を
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
8
）
返
け
る
↓
帰
り
け
る

　
　
　
　
（
神
）
か
へ
り
け
る
（
類
・
版
）
（
3
9
）
お
ほ
え
て
↓
覚
え
て
（
神
）
（
4
0
）
お
も
ふ

　
　
　

↓
思
ふ
（
宮
）
（
4
1
）
し
ら
ね
と
も
↓
し
ら
ね
と
て
（
謁
）
（
4
2
）
な
み
た
↓
涙
（
神
）

　
　
　

（
4
3
）
な
か
す
事
↓
な
か
す
こ
と
（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
4
4
）
さ
て
返
き
ぬ
↓
扱
か

　
　
　
　
へ
り
き
ぬ
（
神
）
か
へ
り
き
ぬ
（
類
・
版
）
（
4
5
）
た
つ
ぬ
れ
は
↓
尋
ぬ
れ
は
（
神
）

　
　
　

（
4
6
）
こ
の
人
↓
此
人
パ
神
）
（
4
7
）
か
う
く
の
事
の
↓
か
う
く
の
事
（
神
）
⑱

　
　
　

思
ひ
け
か
し
け
る
↓
お
も
ひ
け
か
し
け
る
（
謂
・
神
・
版
）
お
も
ひ
け
る
し
け
る

　
　
　
　
（
類
）
（
4
9
）
つ
み
↓
罪
（
神
）
（
5
0
）
の
か
れ
か
た
く
↓
の
か
れ
か
た
く
て
（
謂
．

　
　
　

類
・
版
）
逃
れ
か
た
く
て
（
神
）
（
5
1
）
い
ひ
け
り
↓
云
け
り
（
神
）
（
5
2
）
さ
ら
に

　
　
　
　
つ
ね
の
↓
更
に
常
の
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
さ
て
あ
る
と
き
、
あ
し
た
の
か
ゆ
を
も
て
き
た
り
け
る
に
、
あ
た
り
に
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
な
く
侍
け
れ
は
、
ま
こ
と
に
や
、
お
の
れ
は
不
浄
観
こ
ら
す
事
あ
ん
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
（
1
1
）

　
　
　
さ
　

と
い
ひ
け
れ
は
、
さ
る
事
い
か
て
か
侍
ら
ん
，
さ
や
う
の
事
は
ち
ゑ
あ
る
人
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（
1
2
）
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

こ
そ
し
侍
な
れ
。
こ
の
身
の
あ
り
さ
ま
は
み
な
し
ろ
し
め
し
た
る
ら
む
と
い

　ハ
　

ひ

け
り
。
い
か
に
か
」
る
事
は
い
ふ
そ
、
み
な
し
り
た
る
も
の
を
。
そ
の
玉

蔭
心
は
か
り
は
左
硫
ど
義
り
か
た
く
思
騒
）
か
く
心
お
き
藷
る
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

と
い
ひ
け
れ
は
、
そ
の
事
に
侍
。
な
に
と
ふ
か
く
は
し
り
侍
ら
ね
と
も
、
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

ろ
く
は
つ
か
う
ま
つ
り
侍
と
い
ひ
け
れ
は
、
さ
た
め
て
し
る
し
あ
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
　
（
2
5
）
　
　
　
（
を
）
　
　
（
部
）

な
。
そ
の
か
ゆ
観
し
て
み
せ
た
ま
へ
と
い
ひ
け
れ
は
、
お
し
き
を
う
ち
お
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ひ

て
、
と
は
か
り
観
念
し
て
あ
け
て
侍
け
れ
は
、
み
な
し
ろ
き
む
し
に
そ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

り
て
け
る
。
こ
れ
を
み
て
、
こ
の
あ
る
し
さ
め
く
と
な
き
て
、
か
な
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

馨
道
ひ
き
給
へ
よ
、
と
ね
ん
こ
診
ヱ
そ
あ
つ
ら
へ
け
誇
‥
い
と
あ
ψ
弥
た

く
侍
け
る
事
に
こ
そ
。
天
台
大
師
の
次
第
禅
門
と
い
ふ
文
に
、
お
ろ
か
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

入
醜
の
、
つ
か
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
、
み
た
れ
ぺ
さ
り
た
ら
む
死
人
を
み
れ

は
、
観
嬢
就
昨
す
し
蕪
め
れ
は
、
こ
の
詮
パ
や
う
に
侍
裾
に
こ

そ
。
ま
た
、
止
観
の
な
か
に
観
を
と
き
て
侍
に
は
、
山
河
も
皆
不
浄
也
。
く

　
　
　
　
ぷ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
（
4
8
）
ハ
ン

　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

ひ

も
の
、
き
も
の
、
又
。
し
や
う
也
。
飯
は
し
ろ
き
虫
の
こ
と
し
。
衣
は
く

　
　
　
　
（
4
9
）
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
（
5
2
）
　
　
　
；
ト
（
5
3
）

さ
き
も
の
s
か
は
の
こ
と
し
な
と
侍
め
れ
は
、
か
の
人
の
観
念
実
に
い
み
し

　
　
　
　
　
　
　
　
（
邑
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

く
て
、
お
の
つ
か
ら
聖
教
ノ
文
に
あ
ひ
か
な
ひ
て
侍
け
る
に
こ
そ
。
さ
れ
は

　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

天

竺
ノ
仏
教
比
丘
は
、
う
つ
は
も
の
は
と
く
ろ
の
こ
と
し
。
飯
は
虫
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

し
。
衣
は
く
ち
な
は
の
か
は
の
こ
と
し
と
s
き
、
も
ろ
こ
し
の
道
宣
律
師
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）
　
ニ
ク
（
6
4
）
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
⑫

き
は
こ
れ
人
の
骨
也
。
土
は
こ
れ
人
の
肉
也
、
と
は
説
た
ま
ふ
そ
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ヘ
ム
ラ

〔校
異
〕
（
1
）
さ
て
あ
る
と
き
↓
扱
有
時
（
神
）
あ
る
と
き
（
類
）
（
2
）
あ
し
た
↓
朝
（
神
）

　
　
　

（
3
）
き
た
り
↓
来
り
（
神
）
④
あ
た
り
に
↓
あ
た
か
に
（
宮
）
（
5
）
ま
こ
と
↓
誠

　
　
　
　
（
草
二
”
口
）
（
6
）
お
の
れ
↓
「
謂
」
で
は
「
を
也
」
と
傍
記
、
を
の
れ
（
類
）
（
7
）
不

　
　
　
浄
観
↓
ふ
浄
観
（
章
一
一
コ
ロ
）
（
8
）
い
ひ
↓
云
（
神
）
（
9
）
侍
ら
ん
↓
侍
ら
む
（
神
）
（
1
0
）

　
　
　

さ
や
う
の
↓
さ
や
う
（
宮
）
（
1
1
）
ち
ゑ
↓
智
恵
（
神
）
（
1
2
）
人
こ
そ
↓
人
社
（
神
）

　
　
　

（
1
3
）
し
侍
な
れ
↓
侍
な
れ
（
類
）
（
1
4
）
こ
の
身
↓
此
身
（
神
）
（
1
5
）
あ
り
さ
ま
↓
有

　
　
　

様
（
神
）
（
1
6
）
ら
む
と
い
ひ
↓
ら
ん
と
云
（
神
）
（
1
7
）
そ
の
ム
ち
↓
其
後
‘
（
神
）

　
　
　

そ
の
の
ち
（
類
）
（
1
8
）
と
う
と
く
↓
た
う
と
く
（
為
・
宮
）
〕
謂
L
は
「
と
」
に

　
　
　

「

た
也
」
と
傍
記
（
1
9
）
あ
り
か
た
く
思
に
↓
有
難
く
お
も
ふ
に
（
神
）
（
2
0
）
心
お

　
　
　

き
て
あ
る
こ
そ
と
い
ひ
け
れ
は
そ
の
事
に
侍
。
な
に
↓
欠
文
（
神
）
（
2
1
）
心
お
き
て

　
　
　
↓
心
を
き
て
（
謂
・
類
・
版
）
（
2
2
）
さ
た
め
て
↓
定
て
（
譜
）
（
2
3
）
か
ゆ
↓
粥
（
神
）

　
　
　

（
2
4
）
み
せ
た
ま
へ
↓
見
せ
た
ま
へ
（
宮
）
み
せ
玉
へ
（
謂
）
み
せ
給
へ
（
神
）
（
2
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
　

い
ひ
↓
云
（
神
）
（
2
6
）
お
し
き
を
↓
お
し
き
（
類
）
（
2
7
）
侍
け
れ
は
↓
侍
。
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ

　
　
　
　
（
為
）
侍
り
け
れ
は
（
神
）
（
2
8
）
み
な
し
ろ
き
む
し
↓
。
し
ろ
き
虫
（
神
）
（
2
9
）

　
　
　

こ
れ
を
み
て
↓
是
を
見
て
（
神
）
（
3
0
）
こ
の
あ
る
し
↓
あ
る
し
（
神
）
（
3
1
）
な
き

　
　
　

て
↓
泣
て
（
神
）
（
3
2
）
道
ひ
き
給
へ
よ
と
↓
み
ち
ひ
き
給
へ
よ
（
謂
）
み
ち
ひ
き

　
　
　
給
へ
と
（
類
．
版
）
道
ひ
き
給
へ
と
（
神
）
（
3
3
）
あ
り
か
た
く
↓
有
か
た
く
（
神
）

　
　
　

（
3
4
）
大
師
の
↓
大
師
ノ
（
為
）
（
3
5
）
い
ふ
文
↓
云
文
（
神
）
（
3
6
）
お
ろ
か
↓
を
う

　
　
　

か

（
謂
・
神
・
類
・
版
）
（
3
7
）
つ
か
の
ほ
と
り
に
ゆ
き
て
↓
塚
の
辺
り
に
往
て

　
　
　
　
（
神
）
（
3
8
）
た
ら
む
↓
た
ら
ん
（
諸
本
）
（
3
9
）
死
人
を
み
れ
は
↓
死
人
を
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
（
4
0
）
こ
の
↓
此
（
神
）
（
4
1
）
ま
た
↓
又
（
神
）
⑫
止
観
↓
上
観
（
為
）
上
観
（
宮
）

　
　
　
（
4
3
）
な
か
に
↓
中
に
（
神
）
（
4
4
）
と
き
て
侍
に
は
↓
説
て
侍
る
に
は
（
神
）
（
4
5
）

　
　
　
不
浄
↓
ふ
浄
（
讃
）
（
4
6
）
く
ひ
も
の
↓
食
物
（
神
）
（
4
7
）
き
も
の
↓
着
物
（
神
）

　
　
　
　
　
　
ふ

　
　
　
（
4
8
）
又
。
し
や
う
也
↓
又
ふ
し
や
う
也
（
為
・
講
・
類
・
版
）
又
ふ
し
や
う
な
り

　
　
　

（宮
）
又
ふ
浄
也
（
神
）
（
4
9
）
く
さ
き
も
の
ふ
↓
く
さ
き
の
も
の
二
（
神
）
（
5
0
）

　
　
　
か
は
↓
皮
（
神
）
（
5
1
）
侍
め
れ
は
↓
侍
る
め
れ
は
（
神
）
（
5
2
）
か
の
↓
彼
（
神
）

　
　
　
（
5
3
）
実
に
↓
ま
こ
と
に
（
宮
・
神
・
類
・
版
）
（
5
4
）
お
の
つ
か
ら
↓
を
の
つ
か
ら

　
　
　

（讃
．
神
．
類
．
版
）
（
5
5
）
聖
教
ノ
↓
聖
教
の
（
宮
・
謹
・
神
・
類
・
版
）
（
5
6
）

　
　
　
か
な
ひ
て
↓
叶
ひ
て
（
神
）
（
5
7
）
天
竺
ノ
↓
天
竺
の
（
宮
・
譜
・
神
・
類
・
版
）

　
　
　
（
5
8
）
う
つ
は
も
の
は
↓
器
は
（
神
）
う
つ
は
も
の
は
か
は
（
為
）
（
5
9
）
こ
と
し
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ベ

　
　
　

き
↓
こ
と
し
と
説
（
神
）
こ
と
し
と
と
き
（
類
・
版
）
⑳
き
は
こ
れ
人
↓
木
は
是

　
　
　
人
（
神
）
器
は
こ
れ
人
（
類
）
木
は
こ
れ
人
（
版
）
（
6
1
）
也
↓
な
り
（
宮
）
⑫
土

　
　
　
↓
飯
（
類
）
（
6
3
）
こ
れ
↓
是
（
神
）
（
6
4
）
肉
也
↓
肉
な
り
（
宮
・
謹
・
神
・
類
・

　
　
　

版
）
（
6
5
）
と
は
説
た
ま
ふ
↓
と
説
給
ふ
（
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
か
や

う
の
い
み
し
き
人
々
の
と
き
お
き
給
事
を
も
し
ら
ぬ
。
あ
や
し
の
僧

の
お
の

つ
か
ら
そ
の
鰺
し
ペ
ピ
あ
た
り
て
侍
け
伝
）
た
の
も
し
薔
か
な
。

そ
の
く
は
ん
輪
婿
就
す
る
ま
て
こ
そ
な
く
と
も
、
か
や
う
に
し
％
ぞ
め
な
は
・

　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

さ
す
か
い
は
木
な
ら
ね
は
、
五
欲
の
思
や
う
く
う
す
く
な
り
て
、
む
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
を
｝
　
　
　
（
1
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

に
も
あ
ら
ぬ
心
に
な
り
侍
な
ん
す
る
そ
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

り
ふ
し
の
う
つ
れ
は
か
は

る
こ
ろ
も
て
㌔
す
x
う
に
心
を
く
た
き
・
あ
さ
ゆ
ふ
の
し
は
お
㍗
ふ
る

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

㌶
闘
珪
誌
矯
蕊
纏
霞
書
謹
“
⊇
麟
懇
O
賠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

㌶
㌶
認
巽
殼
誤
緯
品
宝
鮮
剛
坤
款
鷲
巳
蕊

み

な
あ
る
こ
宝
ぞ
か
し
。
さ
な
く
は
い
か
て
か
・
時
の
屍
ぽ
な
か
ら
〉
ぜ
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
お
　

こ
な
ひ
を
ぶ
苛
へ
き
な
と
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
い
ふ
事
も
有
へ
し
。
こ
れ
は
い
み

し
き
ひ
か
事
也
。
さ
れ
は
仏
も
ふ
つ
に
も
ち
ゐ
る
事
な
か
れ
と
は
い
ま
し
め

た

ま
は
な
）
た
ふ
や
う
に
思
曇
り
て
・
い
み
し
き
思
ひ
を
な
嚢
な
か

　
　
（
鵠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

れ

と
そ
叱
へ
給
め
る
。
こ
の
．
」
と
は
鳴
し
ら
鐙
な
り
話
訪
さ
掠

な
る
こ
ろ
も
、
こ
ま
や
か
な
る
あ
ち
は
ひ
、
食
欲
の
心
も
ふ
か
く
を
こ
り
、

二
九
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（
4
5
）
（
お
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

（お
）を

う
そ
か
な
る
あ
ち
は
ひ
、
を
ち
ふ
れ
た
る
こ
ろ
も
に
は
、
し
ん
い
の
思
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翌
　
　
　
　
（
4
9
）

あ
さ
か
ら
す
。
よ
し
あ
し
は
か
は
れ
と
も
、
り
ん
ゑ
の
た
ね
と
な
る
事
は
こ

　
　
　
（
5
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
－
’
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）
　
　
　
へ
を
｝
（
5
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

な
ら
す
よ
し
あ
し
に
つ
け
て
、
慈
悲
心
お
さ
き
と

れ
お
な
し
か
る
へ
し
。

　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
騨
）

し
て
、
あ
は
れ
い
か
な
る
も
の
s
い
と
な
み
た
し
な
み
て
、
わ
ひ
し
と
思
つ

　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

ら
ん
と
あ
は
れ
を
か
く
へ
し
。
う
き
よ
に
あ
り
へ
て
人
に
ま
し
ら
ひ
け
る
な

　
　
　
　
（
5
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

ら
ひ
の
く
ち
お
し
さ
は
、
さ
し
あ
た
り
て
人
の
め
た
s
し
く
思
ひ
た
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）
　
　
　
　
　
（
6
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

に
は

さ
は
思
へ
と
も
、
し
の
ひ
か
た
き
こ
と
も
侍
へ
き
に
や
。
そ
れ
に
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

（図
）

て

も
、
あ
は
れ
む
や
く
に
侍
へ
き
事
か
な
。
ゆ
め
の
う
ち
の
か
り
そ
め
事
ゆ

へ

に
、
な
か
き
よ
に
ね
ふ
ら
ん
事
、
か
ら
く
そ
侍
へ
き
な
と
思
へ
き
に
や
。

　
　
（
6
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

か
や

う
に
た
に
思
ひ
て
す
こ
し
か
な
し
む
心
も
侍
か
し
。

〔
校
異
〕
（
1
）
と
き
お
き
給
事
↓
と
き
を
き
給
事
（
宮
・
謂
）
説
置
給
ふ
事
（
神
）
と
き
を

　
　
　

き
給
ふ
事
（
類
・
版
）
（
2
）
お
の
つ
か
ら
↓
を
の
つ
か
ら
（
宮
・
謂
・
神
・
類
・

　
　
　

版
）
（
3
）
そ
の
お
し
へ
↓
そ
の
を
し
へ
（
謂
・
類
・
版
）
其
を
し
へ
（
神
）
（
4
）

　
　
　

侍
け
ん
↓
侍
り
け
ん
（
神
）
（
5
）
た
の
も
し
く
↓
た
の
も
し
く
も
（
為
・
宮
）
（
6
）

　
　
　

く
は
ん
を
↓
く
わ
ん
お
（
為
）
願
（
神
）
願
を
（
類
・
版
）
（
7
）
し
り
↓
知
（
神
）

　
　
　

（
8
）
い
は
木
な
ら
ね
は
五
欲
の
思
や
う
く
う
す
く
な
り
て
↓
欠
文
（
謂
）
（
9
）

　
　
　

い
は
木
↓
い
は
き
（
為
・
宮
）
岩
木
（
神
）
（
1
0
）
思
↓
お
も
ひ
（
神
）
（
1
1
）
心
に

　
　
　
な
り
↓
心
二
な
り
（
神
）
（
1
2
）
お
り
ふ
し
の
↓
折
ふ
し
も
（
神
）
（
1
3
）
う
つ
れ
↓
移

　
　
　

れ

（神
）
（
1
4
）
て
に
↓
手
に
（
神
）
（
1
5
）
あ
さ
ゆ
ふ
の
し
は
お
り
↓
あ
さ
夕
の
柴

　
　
　

折
（
神
）
（
1
6
）
ゆ
へ
に
↓
ゆ
ゑ
に
（
為
・
宮
）
（
1
7
）
身
を
↓
身
お
（
為
）
（
1
8
）
か

　
　
　

は
を
た
つ
ね
↓
皮
を
尋
ね
（
神
）
（
1
9
）
む
し
↓
虫
（
神
）
（
2
0
）
に
し
に
は
し
り
↓
西

　
　
　

に
走
り
（
神
）
（
2
1
）
か
や
う
に
い
ふ
↓
か
様
に
云
（
神
）
（
2
2
）
た
え
か
た
↓
た
ゑ

　
　
　

か
た

（為
）
た
へ
か
た
（
謂
・
類
・
版
）
（
2
3
）
こ
と
↓
事
（
為
・
宮
）
（
2
4
）
な
ら

　
　
　

ひ
↓
習
（
草
一
ヨ
ロ
）
（
2
5
）
こ
の
二
こ
と
↓
此
二
こ
と
（
謂
・
類
・
版
）
此
ふ
た
つ
の
事

　
　
　
　
（
神
）
（
2
6
）
た
か
き
↓
高
き
（
神
）
⑰
あ
や
し
き
も
↓
い
や
し
き
も
（
謂
）
（
2
8
）

　
　
　

あ
る
こ
と
↓
あ
る
事
（
為
・
宮
・
神
）
（
2
9
）
時
の
間
↓
時
の
ま
（
為
・
宮
・
類
・

　
　
　

版
）
（
3
0
）
な
か
ら
へ
て
↓
な
か
ら
ゑ
て
（
為
）
（
3
1
）
い
ふ
↓
云
（
神
）
（
3
2
）
有
へ

　
　
　

し
↓
あ
る
へ
し
（
為
・
宮
）
（
3
3
）
こ
れ
は
↓
是
は
（
神
）
（
3
4
）
ひ
か
事
↓
ひ
か
こ

　
　
　

と
（
謂
・
類
・
版
）
（
3
5
）
た
ま
は
す
↓
給
は
す
（
神
）
（
3
6
）
思
ひ
↓
お
も
ひ
（
神
）

　
　
　

（
3
7
）
思
ひ
を
な
す
↓
思
ひ
お
な
す
（
為
）
お
も
ひ
を
な
す
（
謂
・
類
・
版
）
（
3
8
）

　
　
　

な
か
れ
と
そ
↓
な
か
れ
と
（
類
）
（
3
9
）
こ
の
↓
此
（
神
）
⑳
し
ら
ぬ
に
な
り
て
あ

　
　
　

さ
や
か
な
る
こ
ろ
も
↓
し
ら
ぬ
に
な
か
れ
と
そ
を
し
へ
給
め
る
（
謂
）
し
ら
ぬ
も

　
　
　

の

（神
・
類
・
版
）
な
り
て
あ
さ
や
か
な
る
こ
ろ
も
（
謂
・
神
・
類
・
版
は
欠
文
）

　
　
　

⑳
こ
ま
や
か
な
る
あ
ち
は
ひ
↓
こ
の
こ
と
は
り
や
か
な
る
あ
ち
は
ひ
（
草
≡
言
口
）
こ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ン

　
　
　

や
か
な
る
あ
ち
は
ひ
に
は
（
神
・
類
・
版
）
（
4
2
）
食
欲
の
↓
食
欲
ノ
（
為
）
（
4
3
）

　
　
　

ふ
か
く
↓
深
く
（
章
一
言
口
）
（
4
4
）
を
こ
り
↓
お
こ
り
（
類
）
（
4
5
）
あ
ち
は
ひ
↓
味
（
神
）

　
　
　

（
4
6
）
こ
ろ
も
↓
衣
（
神
）
（
4
7
）
し
ん
い
の
思
ひ
↓
瞑
志
の
お
も
ひ
も
（
神
）
（
4
8
）

　
　
　

り
ん
ゑ
の
た
ね
↓
輪
廻
の
種
（
神
）
（
4
9
）
な
る
事
↓
成
事
（
神
）
（
5
0
）
お
な
し
↓
を

　
　
　

な
し
（
為
・
宮
）
同
し
（
神
）
（
5
1
）
つ
け
て
↓
付
て
（
神
）
（
5
2
）
慈
悲
心
お
↓
慈

　
　
　
悲
心
を
（
宮
・
讃
・
神
・
類
・
版
）
（
5
3
）
あ
は
れ
↓
哀
（
神
）
（
5
4
）
わ
ひ
し
↓
佗

　
　
　

し
（
神
）
⑮
思
つ
ら
ん
↓
お
も
ひ
つ
ら
ん
（
神
）
思
へ
ら
ん
（
類
）
（
5
6
）
あ
は
れ

三
〇

↓
哀
（
謂
・
神
）
（
5
7
）
う
き
よ
↓
う
き
世
（
謂
）
憂
世
（
神
）
（
5
8
）
あ
り
へ
て

↓
あ
り
へ
き
（
類
）
（
5
9
）
く
ち
↓
ロ
（
神
）
（
6
0
）
思
ひ
た
る
と
き
↓
お
も
ひ
た
る

時
（
神
）
（
6
1
）
思
へ
と
も
↓
お
も
へ
と
も
（
為
・
宮
．
謂
・
類
．
版
）
お
も
へ
共

（神
）
（
6
2
）
し
の
ひ
↓
忍
ひ
（
神
）
（
6
3
）
か
た
き
こ
と
も
↓
か
た
き
事
も
（
為
．

宮
・
謂
・
神
）
（
6
4
）
つ
け
て
↓
付
て
（
神
）
（
6
5
）
侍
へ
き
↓
侍
る
へ
き
（
神
）
（
6
6
）

ゆ
め

の
う
ち
↓
ゆ
め
く
の
う
ち
（
讃
）
夢
の
中
（
神
）
（
6
7
）
か
や
う
↓
か
様
（
神
）

（
6
8
）
心
も
↓
こ
こ
ろ
も
（
宮
・
神
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
十
七
日
受
理
）


